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　ほかの人には見えないし、本当なら見てはいけないものが見えてしまう。

　小さな彼女の、もっと小さな心が、そのせいで他人から不ぶ気き味みに思われてしまうことに慣れていなかった頃の話。

　姚よう朧ろう月げつは季節を問わず熱を出しやすい子供で、寝こむと決まって奇き妙みような幻げん覚かくを見た。

　逢あったこともない人の顔が次々と浮かび、彼らの声が頭の中で幾いく重えにも反はん響きようするという幻まぼろしだ。延々聞いていると憂ゆう鬱うつの極きわみだったけれど、耳をふさいでも聞こえるので、自分は人間ではなく温あたたかい置物なのだとでも思いこんで受け流すしか手がなかった。

　──『私が間違っていた、私が間違っていた』

　──『どうにかして、この手で縊くびり殺してやりたい……生なま身みでないのが口くち惜おしいわ』

　──『恨うらめしい』

　声こわ音ねにこめられた負ふの感情が、朧月の心をざりざりとやすりで擦すり減らしていく。

　その日の幻覚の終わりは、彼女の名を呼ぶ声によってもたらされた。

「朧月」

　ふっと幻覚が途と絶だえて精神的に楽になった朧月は、耳になじんだ異母兄あにのものではない声に、重たいまぶたをこじ開ける。

　寝しん台だいに横たわったまま、首だけをゆっくりと動かした。

　窓をほぼ閉ざした薄暗い部屋だから相手の姿はよく見えないし、そもそも彼女は高熱でかなりぼんやりしていた。

　それでも朧月は、枕まくら元もとに静かに近づいてきた彼が、死者の魂こん魄ぱくが見えてしまう異能のことを「双そう界かいの瞳ひとみ」と名づけた旅の道どう士しだと察さつして、肩の力を抜く。

「……道士、さま」

「だいぶ参ってる様子だな」

　道士は、深刻になりすぎない口く調ちようで言った。

「熱冷ましの薬やく湯とうを煎せんじた。こんなものは気休めに過ぎないが……飲んでおくか？」

「……はい」

　苦い薬湯は嫌きらいだけれど、異母兄たちにこれ以上心配をかけさせたくない一心で、朧月はうなずいた。

　道士の手に身体からだを支ささえられながら、ゆっくりと碗わんを空からにする。彼が作る薬湯は、味も色もえげつないが効能は確かで、飲み干すと程なくして呼吸が楽になった。

　──だというのに、彼はなぜ「気休めに過ぎない」などと自じ虐ぎやく的てきに言うのか。その理由を知るのは、ずっと後のことになる。

　道士は寝台のそばまで椅い子すを持ってくると、そこに腰を下ろした。

　しばらく、付き添ってくれるらしい。

　彼のどこか古風な衣い裳しようには、心が落ち着く香りが焚たきこめられているようだが、身体が不調なので香こう木ぼくの種類まではわからなかった。

（静せい心しん兄さまが、また何か道士さまに依頼したのかしら）

　朧月がひどく特異な子供のせいで、この邸やしきにはもはや魔ま除よけや幽ゆう鬼きがみだりに侵しん入にゆうしないようにする護ご符ふの類たぐいが欠かせなくなっている。申し訳ないことに。

「まだ熱いな」

　彼女の濡ぬれて額ひたいに貼はりついた黒くろ髪かみが、道士の指でそっと払われる。

「こんなふうになるのは、これで何度目だったか。……そいつはおまえさんの兄あに者じやに聞けばわかることか」

　熱で潤うるんだ翡ひ翠すいの双そう眸ぼうをのぞきこむと、彼はどこか悲しげに問うてきた。

「つらいか？」

「……もう、慣れた気もします」

　大人の男性は基本的に苦手な朧月だったが、道士とは普通に話せた。彼がなぜか、昔からの友達みたいな空気を持っているからだ。

　殊しゆ勝しようというより、この歳としにしてはいささか悟さとりすぎた朧月の答えに、道士が眉まゆをひそめる。

「おまえさんの年頃の子供が言うべき台詞せりふじゃないな」

「そう、ですか……？」

「そういうものだ。普通なら、という前提だが」

　意味ありげにつぶやいて、道士は自じ嘲ちようぎみに口の端はしをゆがめる。

　やがて彼の乾いた指先が、朧月のまぶたの上にかざされた。目を閉じろ、とでも言うかのように。

「運の悪いお姫さま。もしおまえが望むのなら──……」

　穏おだやかな微笑ほほえみとは不ふ釣つり合いの、試すような口調で、彼が何を提案したのか。

　そして自分が、どう答えたのか。

　姚朧月は覚えていない。
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　[image: 〓]せい教きように絡からんだあれこれが終息した後、姚よう朧ろう月げつと彼女の知る人物にはいくつかの変化が生じた。ある程度は予想していたこともあれば、想定していなかったこともあった。

　人生とはそんなものだから、今さら驚くには値あたいしない。

　だが。

「実は……あの銀ぎん毛もうの猫ねこが、どこにもいないのです」

　もっとも他愛たわいないと思っていた問題が、後に大事につながるなんて、そのときは考えも及ばなかった。
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　神しん華か国は、その名のとおり神と花から創つくられた国だという。

　太たい古こ──この広大な大陸は、妖よう怪かいとけものに支配された灰はい色いろの曠こう野やであった。

　人間もいるにはいたのだが、力弱く牙きばを持たぬ彼らはより強い者たちに迫はく害がいされ、ほそぼそと命をつなぐだけで精一杯だった。

　そこに牡ぼ丹たんのごとく美しい「百ひやつ花か神しん仙せん」という神しん女によが降り立ち、大地を一年中色とりどりの花のあふれる楽らく土どに変え、さらには壮そう麗れいな都みやこまで造り上げたと言われている。

　百花神仙は人間がすばらしい智ち慧えを持つことを見抜くと、彼らを「護ご花か使し者しや」──花咲く大地の守護者に選び、だれもが心穏おだやかに暮らせる国を造らせた。

　そうしてこの国は、百花神仙から祝福を受けた皇族を柱として発展し、幾いく度どもの内ない憂ゆうや戦乱を乗り越えて、今は文字どおり華はなやかな時代を謳おう歌かしている。

　凍こおりつく季節でさえ決して絶たえぬ花々の下に、数多あまたの喜びと哀かなしみ、愛と絶望、生と死を抱いだかせて。
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　建造の途中で打ち捨てられていた皇族の陵りよう墓ぼがある場所──御ご陵りよう地ちに隠れ、不ふ穏おんな動きを見せていた[image: 〓]せい教きようの一派はことごとく捕とらえられた。縄なわをかけられずに済んだのは、自みずから火の中に飛びこんで灰になった大だい祭さい司しだけだ。

　[image: 〓]教は「火を神聖なものとして奉ほうじる」という、西方から伝えられた神々とその信しん仰こうの中でもかなり独特な世界観を持つことで有名だが、布教活動が盛さかんでなかったため、世間には実態があまり知られていない。

　それが前ぶれもなく皇こう帝てい陛へい下かの暗殺未み遂すいという大事件を引き起こしたものだから、皇こう宮きゆうに与えた衝しよう撃げきは大きかったらしい。

「ふうん。[image: 〓]教って、今まではおとなしかったんすね？」

　と、星せい彩さいが素そ朴ぼくな質問をする。

　華やかな容姿とは裏腹に人なつっこい佳か人じんで、自称・朧ろう月げつの守護幽ゆう鬼き。何より、姉妹しまいのような友人である。

　星彩は生前に深い関係のあった人物と予期せぬ再会をしたのだが、引きずっている様子ではなさそうだと、朧月はひそかに胸を撫なで下ろす。この陽気な友人の表情が曇くもるところは、あまり見たくない。

　狭せまい場所で座り直してから、朧月は会話を続けた。

「……わたしも詳しいわけではないけれど、布教を大々的にしないことを条件に、神しん華か国での活動を認められていたそうよ」

「ほほう」

「情報屋さん──いえ、万ばん里りさんの受け売りだけれど」

　衛えい万里。

　彼は今でこそ蒼そう刻こくを支ささえる食しよつ客かくのような存在だが、[image: 〓]教の信徒を親に持ち、使し僧そうという地位にもついていた。かなり昔に信仰を捨てたそうだが、今でも内部の人間関係には詳しいらしい。

　星彩が「そういえば」と話を続ける。

「情報屋さんって、今すごく忙しいんでしたっけ？」

「ええ。国軍と、[image: 〓]教の中ちゆう枢すうとの橋渡しを引き受けたそうだから……」

「橋渡しってことは、[image: 〓]教そのものを潰つぶすとかいうことにはならないんすね」

「そう簡単にはいかないみたい。事件を起こしたのは、[image: 〓]教の中でも教えの解釈が異端な過激派で……かねてより、中枢部も手を焼いていた存在だったそうなの」

「どこの社会にもあるんですねえ、そういうの。同じ幽鬼でも、生前のことに執しゆう着ちやくする人としない人の差が極端だったりしますし」

　納なつ得とくした様子で、うんうんと首を縦に動かす星彩。

　次ついで彼女は思いついたみたいに、紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみでこちらをのぞきこんできた。

「じゃ、お話が一段落したところで。朧月ちゃん、そろそろ『お部屋』から出る時間ですよう？」

「えー……」

　膝ひざを抱かかえて縮ちぢこまっていた朧月は、とても正直に気の進まなさそうな声を上げた。

　ちなみに彼女が今いるのは、普通の人の考える「部屋の中」ではない。

　手頃な簞たん笥すを開けて、空あいたわずかな空間に小柄な身体からだを押しこみ、一人でほっこりと落ち着いている。これを部屋と呼んではばからないのは、意外と図ずう々ずうしい。

「この囲われ空間のすばらしさを、もう少し満まん喫きつしていたいのに」

「朧月ちゃんの気持ちはわかりますけど」

「ありがとう」

「お礼を言われると若じやつ干かん困る場面っすね」

　星彩はぽりぽりと頭をかいた。

　いくらか改善されたとはいえ、引きこもり根性が完全に抜けきったわけではない朧月にとって、長い時間外に出た後に、こうして狭い場所にはまりこむのは、気持ちを安定させるために大事な儀式なのだ。

　真っ暗ではなく薄暗い空間がいい。脚あしは伸ばすより抱えるほうがいい。

　もちろん躾しつけ担当である蒼刻には「もぐらじゃねえんだから」と、毎回冷さめた目でつっこまれている。

「……これでもわたしなりに、引きこもるのは一日の三分の二までとか、用法・用量を守っているつもりなのだけれど」

「引きこもりの用法用量ってちょっとよくわかんないっすね。一日の三分の二っていうのは意外とがんばってますけど」

「あ、お昼寝と夜に眠る時間は別よ？」

「睡眠って一日の三分の一くらい使いますよね。結局一日中引きこもっていたいってことじゃないっすか。──まあ、あたしはそんな朧月ちゃんに慣れっこですけど、軍属の医い生せいさんをお迎えしないわけにはいきませんでしょ？」

「……そうなのよね」

　甘やかしてくれるし聞き上手じようずだが、釘くぎをさすところはきっちりさしてくる友人に諭さとされて、朧月は仕方なく簞笥の中からもぞもぞと出た。

　劉りゆう蒼刻の保護下にある以上は、朧月が悪い評判を呼んだら、彼にも迷惑がかかる。それは不本意だ。

　──幽鬼と話せる「冥めい界かい公こう主しゆ」というあだ名を超こえる悪評は、そうはないだろうが。







　かくして、名残なごり惜おしいが簞笥での癒いやしの時間を切り上げた朧月は、わざわざ部屋まで訪れてくれた医生との苦手な会話をこなして、ほっと息をついた。薬を受けとるだけなのだが、この時点でだいぶ気力・体力を消しよう耗もうしている。

「はい、よくできました」

　星彩がにこにこして、朧月の黒くろ髪かみを撫なでてくる。

「……本当に？」

「邸やしきに閉じこもってた頃の朧月ちゃんだったら、知らない人の顔を見ただけで悲ひ鳴めい上げてたじゃないですか。上出来ですよ。──それじゃ、あたしはそろそろ張ちようさんを迎えに行ってもいいっすか？」

　顔なじみの白びやつ虎こが用事から戻ってくる頃合いだったのを思い出させられ、朧月は「もちろんよ」と友人を快こころよく送り出した。

　ここから先は、一人でもできる。多分。

　扉とびらをきちんと閉めたことを確認してから、朧月は部屋を振り返った。

　先日までお世話になっていた黄こう華か宮きゆうでも、以前に蒼刻が治ち療りようを受けた黎れい洞どう館かんの治療室でもない。ここは国軍の本ほん拠きよ地ち・鋼こう鉄てつ宮きゆうは碧へき血けつ館かんにある、蒼刻に割り当てられた部屋だ。

　[image: 〓]せい教きよう過激派とのいざこざで、またしても浅からぬ傷を負ったのだが、治ち癒ゆ室しつに入るほどではないし自分の部屋のほうが落ち着くので、休養をとるなら自室がいいと蒼刻本人が望んだのだ。

（よく眠っておいでみたい）

　寝しん台だいの置かれている一角に足を向ける朧月の手には、真っ白な薬やく壺つぼがある。さっき軍属の医生から委ゆだねられた治療薬だ。

　寝台をのぞきこむ。

　正確には、そこに横になっている青年を。

　起きて薬を飲んでもらわなくてはいけないのだが、安らかな寝顔が微笑ほほえましくて、起こしたくないなとつい思ってしまう。

　すてきな人だ、とも素で思う。この人を慕したうだけで身体が温かくなるほどに。

「……蒼刻さん？」

　一応そっと声をかけてはみたが、彼女に本気で起こそうという勢いが足りないせいか、蒼刻は目を閉じたままだ。

（やっぱり、お疲れよね）

　ほどかれて枕まくらに散った銀色の髪を、今さらながら憧あこがれめいた気持ちを抱いて見る。

　朧月の髪は、闇やみを凝こごらせたような漆しつ黒こくだ。敬愛する異母兄あにとおそろいだし、友人の星彩も愛めでてくれるので嫌きらいというわけではないのだが、明るい髪色に、ないものねだりめいた憧れを抱いたことはある。

　たとえばこの人の、月明かりを思わせる銀色みたいに──

「見すぎだろ」

「！」

　急に目を開けられたせいで、朧月はのけぞった上に自分の足にもつれてこける。

　むくりと起き上がった蒼刻は、床にしりもちをついた珍ちん獣じゆうを見つけると、困ったように眉まゆをひそめた。

「おいおい大丈夫か。けが人の看病でおまえがけがするとか笑えもしねえぞ」

「い、いつから目が醒さめておいでだったのですか」

「おまえの足音で目が醒めた」

「…………それはまた、申し訳ございません」

　起こしたくないと思っていたのに、実際はとうの昔に彼の安眠を妨ぼう害がいしてしまっていたのか。自分が滑こつ稽けいに思えて、朧月は本気でへこむ。

「暗くなるな。冗じよう談だんだ」

　彼女がどんよりしてしまったのを見て、蒼刻はすぐに種明かしをした。

「実を言うと、目は閉じてたが本格的には眠れてなかった。いろいろ考えちまってな」

「……そうだったのですか」

　無理もない、と朧月は心の中で付け足す。

　[image: 〓]教の一件は、隠れ拠点の制圧と大祭司の自死で一応の幕を下ろしたが、なんとも後味が悪かった。もっとも激しい戦いに身を置いて、一部始終を見た蒼刻は、朧月などよりも衝しよう撃げきを受けたに違いない。

　彼女が心配そうに見つめる先で、蒼刻は少し遠い目をした。

「どうも俺は、こういうのが苦手みたいだ」

「？」

「じっとしてると余計なことを考えすぎる。葉よう冬とう泉せんを助けられたとか、是ぜ空くうを一応は破ったとか、いいこともあったはずなのに、どうにもならなかったことばっかり気にして勝手に憂ゆう鬱うつになりやすい。おまえの後ろ向きを笑えないな」

　自じ嘲ちようぎみに口元をゆがめながら一気に言い放つと、それだけですっきりしたのか、蒼刻は寝台の上でうんと背伸びをする。

　弱よわ音ね。

　矜きよう持じの高い彼がもっとも嫌いそうなものを、さらっと見せられた気がする。

（わたしに打ち明けてくださるのは……喜んで、いいのかしら）

　何も助言めいたことは言えていないのだが、蒼刻はさしあたりその手のものを求めてはいないようだ。

　以前よりも蒼刻が、自分といるときだけ無防備になっている気がする。

　彼女がなんともいえない気持ちを持て余しているうちに、蒼刻はすっかり普段の口調に戻っていた。

「そういや簞笥の中でおまえと星彩が阿あ呆ほな会話してるのも、全部聞こえてたぞ」

「え。……不覚です」

「つっこみどころ満載すぎて、寝てる場合じゃねえなとか考えてた」

「わたしのことでしたら狭くて暗い場所さえあれば十分ですので、お構かまいなく」

「おまえは鼠ねずみか」

　額ひたいをつつかれる。が、指先にこめられた力はまったく強くない。

　けがの影響というわけではなく、朧月もいろいろと考えこんでいるのを察さつしてくれたようだ。うだうだと悩んでしまう悪あく癖へきが、蒼刻などよりはるかに根深いことくらい、とっくに見抜かれているせいか。

　[image: 〓]教の事件の後始末。

　自分の異能、双そう界かいの瞳のこと。

　簞笥の中にはまりこんで膝ひざ頭がしらに額を押しつけていても、不安は消えない。

　それでも……いやだからこそ、信じている人と一緒にいられる今がいとおしいのだが。

　ともかく今は蒼刻を癒すのが最優先だと気を取り直し、朧月は薬と白さ湯ゆを用意すると、こんなふうに提案した。

「それを飲んでいただいたら、昔話でもいたしましょうか」

「俺を寝かしつけようってのか」

　薬の苦味にしかめていた顔を余計に渋しぶくして、蒼刻がどこか不満げに言う。

「はい。医生の方が、最低でも今日までは絶対安静だと仰おつしやっておりましたので」

「過保護だな。まあ、昔話ってのに興味はなくもないが。黒こく烏う州に伝わる話か？」

「おそらくは」

　こほん、と咳せき払ばらいして声の調子を整える。

「昔むかし……ある村に、未練を抱えて死んだ者がおりました」

「待て待て」

　たちまち蒼刻が半はん眼がんになった。

「なんで冒頭からいきなり死んでんだ」

「生と死は、物語には欠かせない要素ですゆえ」

「おまえのその手のもっともらしい発言は微妙につっこみづらいな……。てか、もうちょっと穏やかな話はないのか」

「穏やか」

　朧月はつかのま考えた。

「では、昔むかし、安らかに死んだ男がおりまして」

「そういう意味じゃない。寝物語にそんなの聞いたら変な夢見そうだろ」

「寝物語……」

　その単語に朧月ははたと動きを止め、真顔になる

「……もしや、ほんの少しいかがわしい恋語りのほうがよろしいのでしょうか？」

「は？」

　枕に背をもたせて脱力しかかっていた蒼刻が、面食らったように瞬まばたく。

「おまえ、そんな話を知ってるのか」

「少しですが……。ある男が美女の幽鬼に誑たぶらかされ、夜な夜な館やかたに招かれる代わりに生せい気きを奪われてしまい、とり殺されたという」

「多分それは、俺の考えてた『いかがわしい』とも『恋語り』とも違うな」

「ネタばらしになりますが、美しくて豊満な身体つきの幽鬼が、色仕掛けで生きている男を誑かすので」

「それはいかがわしいというより怖こわいだけだ」

「では、純情路線にいたしましょうか？」

「純情路線？」

「はい。手違いで死んでしまった妻を冥めい府ふから連れ帰るために、さまざまな試練を乗り越えて戦う夫の物語です」

「感動的な気はするが、どうあがいても死後の世界から離れられないのか」

　遠えん慮りよなくつっこまれたことで、不意にあることに気づかされて、朧月は決まり悪げに目を泳がせた。

「困りました」

「奇き遇ぐうだな。俺もちょっと困ってる」

「蒼刻さんが仰るとおり、わたしは昔から、幽ゆう明めいの世界の話をいろいろと見聞きしてきたのですが……」

　なんと言ったらいいものか、と睫まつ毛げを伏せる。

　彼女のそれだけの仕草で、話が今までのばかばかしいほど軽かろやかなやりとりとは違う方向に流れたと察したらしく、蒼刻も顔つきを改める。

　青と漆黒。

　左右で色が異なる瞳に同じ真剣な光を灯ともして、彼は口ごもった娘を見み据すえた。

「あれから、何かあったのか？」

「大丈夫です、そういうわけではありません。ただ……」

　再び言葉に詰まり、朧月は無意識に己おのれの胸元を押さえていた手を見下ろす。




「──はいは～い。いちゃいちゃは終わりましたか？」




　そこで響いた星彩の明るい声が、停滞した空気を一変させた。

　二人ではっとして扉を見れば、恋人を背に乗せた白虎・張さんとともに部屋に入ってくるところだった。

　朧月のまるく見開いた瞳と目が合うと、張さんはすまなそうな表情でかぶりを振った。

「今日も見つからなかった。あの銀毛の猫め、どこに行ったのであろうな」

「猫？」

　蒼刻が眉まゆをひそめる。

　そういえば彼は双そう璧へきへの報告とけがの治療で手いっぱいのようだったので、後で伝えようと思って忘れていたのだった。朧月が補足する。

「実は……あの銀毛の猫が、どこにもいないのです」

「って、呂りよ将軍から預かったやつだよな。黄華宮から逃げちまったのか？」

「うむ」

　白虎がもどかしげに縞しま模も様ようのしっぽを揺ゆらした。

「いつもは外に出かけても食事の時間には戻ってきていたのだが、儂わしらが御陵地に行ってその後も忙しくしている間に、気づけば行方ゆくえ知れずになってしまったらしい」

「そうは言っても、猫だろ。また勝手に戻ってくるんじゃないのか？」

「かもしれん。が」

　難しい顔をした張さんの言葉を、朧月が引き継ぐ。

「皇宮は広くても人はどこにでもいるのに、今のところ目撃情報が皆かい無むなのが、なんとはなしに心配でして……」

「そうなのじゃ。儂と張ちよう角かく──もとい峰ほう桜おうどのと手分けして捜さがしているのだが」

　信じられない、というように蒼刻が眉み間けんにしわを刻きざんだ。

「峰桜もか？　あの無ぶ愛あい想そうな野郎がよく猫捜しなんて手伝ってくれてるな」

「お師しさまはなぜか、あの猫を気にしておいででしたので」

「……へえ。意外だな」

「はい」

　生温かい微笑みを袖そでの陰に隠して、朧月はうなずいた。

　峰桜の合理的な考え方や怜れい悧りそうな容姿にはひどく不ふ釣つり合いだが、実は猫好きなのかもしれないと彼女は勝手に推測していた。もともと本人がそう見られたがっているのとは裏腹に、冷れい酷こくでも非情でもない方なので。

　と、星彩が口を挟んだ。

「あ、それともうひとつ報告があるんすよ。というかこっちのが重要なんすけど」

「？」

「葉家のお二人の体調が恢かい復ふくしたそうなので、武官さんたちに逢あいたいんですって」

　葉家の名に、蒼刻のみならず朧月もはっとさせられた。

　姉の春しゆん燕えんが誘ゆう拐かいされて人ひと質じちになったせいで、弟であり葉家の若き当主でもある冬泉が、[image: 〓]教の企たくらみである皇帝暗殺計画に協力しなくてはならなかった──というやりきれない話がそもそもの発端だったのだ。

　葉冬泉はすでに死さえも覚かく悟ごしているが、自分の独断でしたことだと主張して、姉をはじめとする葉家の身内だけは処しよ罰ばつをまぬかれるようにと願っていた。

　白虎が言う。

「太たい子し殿でん下かの話によると、皇帝陛下は葉冬泉に同情しておられるそうだ。幸い暗殺計画も[image: 〓]教のほかの企みも未遂で終わったようだし、どうにか処罰をせずに済ませたいとのお考えらしいが……さすがに簡単にはいかんようだな」

「……そうだろうな」

　蒼刻は神しん妙みようそうにうなずいた。

　しばし気詰まりな沈黙が落ちた後で、彼は傷を負った脚にふれながら再び口を開いた。

「葉家の二人は、いつ逢いたいとか言ってたか？」

「おぬしの都合でいいそうじゃ。叶かなうなら明日にでも、と言っておった」

「いいぜ。断る理由もないし、俺もあいつらのことは気になってたからな。──葉家そのものは大丈夫なのか？」

　張さんは肩をそびやかすような仕草をした。

「儂もそこまで深く話ができたわけではない。葉冬泉から関かん雄ゆう飛ひを経へて、儂に伝言が来ただけなのでな。明日、本人に聞いてみればよかろう」

「わかった」

　そういうことになった。
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　翌日の劉りゆう蒼そう刻こくはいつもの彼になっていた。

　つまり、視界に入るものすべてを射い殺ころしそうに目つきの鋭するどい青年武官である。

　動きやすそうな戦せん袍ぽうは、作りは同じだが双璧から新たに与えられたもの。先日の戦いでひと揃そろい駄だ目めにしてしまったのである。腰こし帯おびには、使い慣れてきた刀。

　銀ぎん髪ぱつを編あんで、形のよい耳やすっきりとした輪りん郭かくをさらしているが、右目を鍔つば型がたの眼がん帯たいでおおっている。左の碧へき眼がんに宿る光がもう少し穏やかであったなら、冴さえ冴ざえとした風ふう貌ぼうで多くの人を惹ひきつけたに違いない。

　惜しむらくは、本人に愛あい想そをふりまく気がまったくないことだ。

　宝の持ち腐ぐされという言葉が、今さらながら頭にちらつく。

「なんだ？　呆ほうけた面つらして」

「生まれつき、このような顔のつもりなのですが……」

「そういえばそうだったか」

「…………」

　身も蓋ふたもないところもふくめて、本当にいつもの蒼刻だ。

　葉よう家の姉弟きようだいは──姉はさておき、弟のほうは常に監視役の武官がついていなければならない状況にあるため、一緒に蒼刻の部屋を訪ねてきたときは、ちょっと物々しい雰ふん囲い気きだった。

　聞かれてさしさわりのある話をする予定はないため、衝つい立たてで見苦しいものを隠して客人を迎えられるように仕上げた部屋には、監視役も入れることになった。

　縦にも横にも威圧感のある、しかも知らない人というのは……まあ、朧ろう月げつにとっては難関なのだが、自分一人のわがままで何かを言える状況でもない。

　そうして。

「重ね重ね、御迷惑をおかけしました」

　葉冬とう泉せんは顔を合わせるなり、あいかわらずの礼儀正しさで頭こうべを垂たれた。

「身体は大丈夫みたいだな」

「はい。僕は幸い、あの特殊な焚ふん香こうの効果が抜ければ後こう遺い症しようにはならないそうですし、姉も来らい将軍の丹たん薬やくがきいてすぐに恢復しました。蒼刻さまは負傷されたそうですが……」

「俺は問題ない。おまえは自分と葉家のことだけ背負っとけ」

「──そうですね」

　それ以上のことを考える余裕はないだろう、と言外に指摘された冬泉は、おとなしく受け止めている。

　まだ先行きが不安だとはいえ、自身の命も助かり姉も無事に戻ってきたからか、冬泉には以前ほど張り詰めた空気はなかった。表情がどうにも硬かたいのは、おそらく性格だろう。

（……十二歳で家を背負っていたら、ね）

　朧月は茶をたてながら、葉冬泉に、理知が勝つ異母兄あにを重ねてしまう。玄げん静せい心しんも昔から喜き怒ど哀あい楽らくをあまり見せない人なのだ。

「それにしても、目の保養になる御姉弟きようだいですこと」

　完全に見物人の目線になっている星せい彩さいが、唐とう突とつにのんきなことを言いだすものだから、朧月は噴き出すところだった。

　が、気持ちはわかる。

　少女と見まがう艶えん麗れいな容姿の冬泉はもちろん、華か美びでこそないが女性らしく身なりと髪型を整えてきた春しゆん燕えんは、愛あい嬌きようのある佳人ぶりを遺い憾かんなく発はつ揮きしている。

　葉家の姉弟は、こうして並ぶと顔立ちの似ているところがよくわかり──冬泉が気を悪くするかもしれないが──ほとんど姉妹のように見えた。

　と。

「わたくしは葉春燕と申します。先日はあなた方のおかげで、命を拾うことができました。本当にありがとうございます」

　それまで控ひかえていた葉春燕が、人好きのする微笑みを浮かべて自己紹介をした。弟よりもだいぶ物腰がやわらかい。

　彼女はなぜか蒼刻と朧月の並びを見比べると、ふふっと笑みを深めた。

「すでにいとしい御方がおられるのが残念ですね。そうでなければわたしが口く説どくか、うちの弟をお勧すすめするところでしたのに」

「姉上!?」

　冬泉がぎょっとした様子で姉の上じよう衣いの袖そでを引くが、春燕は動じていない。

　蒼刻がなんとも言えない表情でつっこむ。

「弟を勧めるってどうなんだ」

「いけませんか？　姉のわたしが言うのもなんですが、冬泉は下へ手たな娘よりも可か愛わいらしいんですもの。しかも分ぶんをわきまえていて賢かしこいので、お買い得の性格美人です。劉家の若様のようにしっかりした御方なら、わたしも姉として安心です」

「いや、受けとる前提で話を進めないでくれ。正直困る」

「あらまあ残念」

　最初から最後まで、おっとりしながらも自分を崩さずに春燕は提案をひっこめる。
















　予想外の会話に妙な衝撃を受けて固まっていた朧月でさえ、思わず苦笑いをしてしまう無む邪じや気きさが彼女にはあった。

　一番深刻になっているのは冬泉だ。

　秀しゆう麗れいな顔立ちにはありありと「こんな吹っ飛んだ姉で申し訳ない」と書いてあるし、彼の口からもまずは非礼を詫わびる言葉が飛び出した。

「御気分を害されたのなら申し訳ございません、ふつつかな姉で……！」

「つっこみは入れたいが、別に不ふ愉ゆ快かいにはなってないぞ」

　それに、と蒼刻は冬泉を見下ろして言った。

「却かえって安心したしな」

「え」

　驚いたように顔を上げた冬泉は、意外な言葉に澄すんだ瞳を大きく見開いていた。

「少し前までのおまえは、姉と身内を助けるためには自分は犠ぎ牲せいでいい、みたいな悲ひ愴そうな顔しかしなかったからな。今のほうが、生きてるって感じがしていいぞ。俺も身体を張って助けたかいがある」

「…………」

　同席するだけでいいと言われていたので、人見知りゆえの緊張感を茶に口をつけてやり過ごしていた朧月は、蒼刻さんの天然はときどき怖いなあとひそかに感じていた。本人には誑かす気は微み塵じんもないはずだが、今の台詞せりふは冬泉に強く響ひびいたと思う。

　ひそかに人たらしの才能があるのかもしれない。

　いや、きっとある。

　などと勝手に分ぶん析せきしている朧月をよそに、冬泉は感かん銘めいを受けた様子で目を伏せた。

「……ありがとうございました」

「ああ」

　蒼刻はあっさりと受け止める。こういうところも怖い。

「で。葉家のほうはどうなってるんだ？　主しゆ筋すじの人間が二人ともまだ鋼こう鉄てつ宮きゆうに留とどめられている状態じゃ、商売とかで困らないのか」

「仕事のほうは、僕の側近に一任しています。もともと家を継ぐ僕の教育係を務めていた男ですし、百年以上前から葉家に仕えている者なので信頼も置けます。──ただ……」

「ただ？」

「来らい将軍の見立てによりますと、葉家の邸の風水は何者かの手で、わざとよくない方向に捻ねじ曲げられている痕こん跡せきがあったそうです。そのせいで僕たちに災難が訪れたのかもしれないと……。先日の黄たそ昏がれ時には家か人じんの一人が幽鬼を見てしまい、陰いんの気にあてられたのか病やまいの床とこについてしまったとの報告がありました」

「そ、それは大だい惨さん事じなのでは？」

　幽鬼と聞いて、朧月は思わず口を挟んでしまった。一度出くわしただけで人の健康を害するほどの陰の気を放つとなれば、それはほとんど悪あつ鬼きかもしれない。

　冬泉はうなずいた。

「来将軍に風水を正していただけたら、一番よかったのですが……」

「あの人が多忙で死ぬから勘かん弁べんしてやってくれ」

「わかっております。住んでいる僕たちですら気づかなかったことを指摘していただけただけでも十分すぎますから」

　今は家人に命じて、風水を正してくれる道どう士しを探している最中だという。

　そこまで聞いた蒼刻が、無む造ぞう作さに言った。

「うちの珍獣──もとい俺の連れは、修練しはじめたばかりの道士の端くれだ。ちょっとその問題まかせてみるか？」

「え!?」

　突然に水を向けられた朧月は、茶をこぼすところだった。

　が、蒼刻は悪びれない。

「幽鬼の絡む人助け、嫌いじゃないだろ」

「……その訊きき方は、ずるいと思うのですが」

　否定できない朧月を見やって、蒼刻は満足げに口の端を吊つり上げると、今度は葉家当主に視線を移した。

「余計な世話ならいいんだが」

「いいえ、滅めつ相そうもない。お願いできるのでしたら、是ぜ非ひにと思います」

「…………」

　冬泉の無防備な信用を向けられた朧月に、もう反論はできなかった。

　外堀から埋うめられた心地ここちである。蒼刻の戦いにおける才能が、無駄に活いかされているような気がした。

　星彩が傍かたわらで「武官さん、朧月ちゃんの扱い完全に慣れましたねえ」と笑っていた。
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「儂は風水には協力できぬし、峰ほう桜おうどのと引き続き、猫捜しをしておくかのう」

「じゃ、あたしも張ちようさんと一緒にいましょうかねえ。手分けしましょう」

　──と幽鬼たちが言うので。

　葉よう家には、蒼そう刻こくと朧ろう月げつだけで向かうことになった。

　朧月はできれば師に同行してほしかったのだが、風水は専門外だと断られてしまったのである。

（お師さま、知識は確かなのに）

　ただ、専門外の分野に手を出すのに消極的になることに共感はできる。下手な真似をして状況を悪化させでもしたら落ち込むだけでは済まない。朧月も今回は風水にはこだわらず、葉家邸ていに現れた幽鬼の件をあるじに当たっていくつもりでいた。

　葉家に向かう馬車の中から──

　外の風に舞う、透すけるほど淡あわい紅べに色いろの花びらに目を留めて、朧月はつぶやいた。

「葬そう花かの時期ですね」

「ああ、そんなのもあったか」

　正式には葬花埋まい香こう。

　神しん華か国では四季の変わり目に行われる習ならわしだ。

　花の季節が終わることを惜しんで、散ってしまった花びらを集めて川に流したり、薄うす絹ぎぬの袋に入れてから花はな塚づかに埋まい葬そうする。大地と河か川せんを、百ひやつ花か神しん仙せんの恵みである花でもって浄化するのだ。

　そろそろ初夏なので、桃ももや杏あんずの花びらが多く集まることだろう。

　神華国には季節の花にちなんだ習わしがいくつもあるが、どちらかといえば地味でしんみりとした葬花埋香は見過ごされやすい。葬送だの埋葬だのという字面が暗いのもよろしくないのか、市でも葬花埋香を絡めた商売はあまり見かけなかった。

　蒼刻は朧月を見やった。

「おまえは欠かさずにやってそうだな」

「……おわかりになります？」

「簡単に想像できた」

「わたしにとっては、今まで出逢った幽鬼の方たちを想う機会でもありますゆえ」

「なるほど。全員分の墓参りをしてたらキリがないと」

「そして、そもそもお墓参りに出かけたくないと」

「おい」

　などとやり合っているうちに、葉家邸に着いた。

　葉冬とう泉せんがあらかじめ家人に連絡しておいてくれたので、商あきないは臨時休業となり、今日の葉家邸には最低限の人間しかいない。

　蒼刻が以前に訪れた際に会ったのだという、冬泉の側近の青年が、家人が幽鬼を見てしまったという裏庭に案内してくれた。







「これ……は──」

　寂さびれた裏庭を見た途端に、朧月は顔をこわばらせて絶句してしまった。

「霊れい感かんのない人間は、これでも何も感じないもんなのか」

「……おそらくは」

　生まれつき幽鬼が見えたせいで、いまひとつ見えない人間の感覚についていけていない自覚のある朧月だが、それでも想像力は働く。霊感のない者には、ここは花もなく殺さつ風ぷう景けいなだけの裏庭に見えるのだろう。

　──朧月の目には澱よどんだ気脈の流れが靄もやのように映るし、雨の日のようなじとっとした陰の気を感じるほどだが。

　蒼刻が鬱うつ陶とうしそうにぼやく。

「風水の問題もここにあるのか？」

「お師さまに習った話では、そうとは限らないそうです。建物の北にある霊れい穴けつを傷つけたら、反対の南側が悪い気の吹き溜だまりになってしまった、ということも多いとか」

「それじゃ、どこが問題で風水が狂くるわされたかは判断しづらいのか」

「はい。そのため風水師というのは、それだけで商売が成り立つほど専門性が高いお仕事になるのだとか……」

　慎重に庭に降りながら、朧月が書物と首っ引ぴきで説明していたときだ。

　目ま深ぶかにかぶっていた被ひ布ふが風に煽あおられて後ろに落ちた刹せつ那なに、首の後ろにぴりっとする感覚が走った。

「……蒼刻さん」

　とっさに袖を引いて留める。朧月は唇くちびるの動きだけで「そこで待っていてください」と告げると、一人で歩みを進めはじめた。

　壁かべ際ぎわには竹ちく林りん。

　その手前には常じよう緑りよく樹じゆの繁しげみや、花をつけない木々がまばらに植えられている。

　──ああ、やはり隠れている。

　来らい煌こう言げんがこの邸を訪れたときも「彼」はそうして必死に陰の気を抑えていたのだろう。

　朧月が「彼」の存在に気づくことができたのは、おそらく[image: 〓]せい教きようの一件から彼女の霊力が高まっていることと、小娘ゆえに「彼」が油断していたのが勝因だ。

　息を吸う。

「そこに隠れているのは、どなたですか？」

　問いかけた直後に、地面に落ちていた木の影の形がぐにゃりとゆがんだ。まるで怯おびえて身をすくめるような動きだ。

　そうして目の前ににじみ出るようにして現れたのは、五十歳ほどの男の幽鬼だ。

　髪は乱れ、衣裳は上下ともに薄汚れているが、それ以上に印象的なのは強烈な恨うらみをたたえた闇色の瞳だった。しかし朧月の翡ひ翠すいの瞳とかち合うと、彼の双眸は畏い怖ふに近い感情に塗ぬり潰つぶされた。

　紛まぎれもなく悪鬼だった。こんなモノが地に潜ひそんでいれば気脈もおかしくなるだろう。

　朧月は問うた。

「……あなたの名は？」

　自分の声がひどく無む慈じ悲ひな響きを帯びているように聞こえたのに、朧月は自ら驚いてしまったが、悪鬼のほうは彼女の動揺に気づく余裕もないようだった。

　御陵地の幽鬼たちが朧月にひれ伏したのと同じように、すぐさま屈くつ服ぷくする。

　──葉可か規き。

　まさか、と。名前を聞いただけで嫌いやな予感がした。

　それからいくつかの質問を重ねると、朧月は地にひれ伏した幽鬼へと、お決まりの文句を投げかけた。

「ご冥めい福ふくを」

　別にそれ自体が呪じゆ文もんというのではなく、朧月が「この幽鬼を冥府に送りたい」と強く意識するのに試した限りもっとも適しているのが、この言葉なのだ。

　幽鬼がかき消えるのを見送ってから振り返れば、蒼刻が渋じゆう面めんになっていた。

「冬泉たちの父親か」

「……はい」

「あいつがこの裏庭に潜んで、呪じゆ詛そみたいなものをかけたってことか」

「そのようです」

　葉可規とは、前当主──冬泉たちの実の父親の名だった。

（亡なくなっていたのね）

　まともに葬式をしてもらえた様子ではなかったから、野の垂たれ死じにでもして骸むくろは風に朽くちているのかもしれない。

　冬泉が幼おさなくして当主になったのは、実の父親との確かく執しつがあり、さらに姉が金目当ての結婚の犠牲にさせられそうになったのが原因のはずだ。家から叩たたき出したとはいえ、父親のことを冬泉たちが一切気にしていないとは思えない。

　しかし。

「この件……冬泉さまや春しゆん燕えんさまに、ありのままお伝えするべきでしょうか？」

「俺の目には、葉冬泉はやさしい噓うそでごまかされるのが好きそうには見えないし、葉春燕もある意味では弟よりたくましそうに感じられたが」

「……それは、同感です」

　蒼刻と顔を見合わせて、それから朧月は息をつく。

　どうにも気は進まないが、天てん秤びんにかければ、隠すよりは打ち明けるほうがいいだろうという結論にはなった。

「無事に冥府に送ったと言えば、少しはマシ……なのでしょうか」

「我わが子を呪のろうような親父おやじだ。そんだけ配慮してやれば十分だろう。俺がおまえの立場だったら遠慮なくぶった斬ぎってたところだぞ。おまえは十分、穏おん便びんに片をつけた」

「……わたしは斬った張ったが苦手なだけですよ」

　蒼刻らしい言葉になごんで、朧月は苦笑いを返す。

　ともあれ元げん凶きようを排除したのだから、これ以上、葉家の環境は悪くはならないだろう。

　一定の成果を出したことに満足して、その後はできるだけの調査をして引き揚げた。
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　皇宮へと帰還して、夕刻。

　葉よう家の姉弟に報告をした帰り道に、たまたま鋼こう鉄てつ宮きゆうに戻っていた呂りよ不ふ幻げんと話す時間が得られたのは、本当に幸運だった。

　護ご花か七しち将しよう軍ぐんの中でも最強と謳うたわれる彼は、このところ皇族の護ご衛えいを手伝っているのだ。戦いくさがあるときのように皇こう都とを離れるわけではないが、役目が役目だけに息をつく暇ひまもないらしい。

「……あの銀毛の猫は、私のところには戻ってきていないな」

　事情を話すと、不幻は少し考えこんだ後でそう言った。

　蒼そう刻こくは思わず、朧ろう月げつと顔を見合わせてしまう。

「呂将軍の下もとにはあんなにたくさん小動物がいるのに、だれがいるとかいないとか、完かん璧ぺきに把は握あくしてるんですか？」

「私は部下と、一度でも保護した動物の顔は忘れない」

「すごいです」

　部下と犬猫が同列なのか、などとつっこんではいけない。蒼刻は空気を読んだ。

　が、不幻は決まり悪げにうつむく。

「……それ以外の人間の顔と名前があまりに一致しないので、部下に叱しかられるのだが」

「……まあ、それはそうでしょう」

　としか言えなかった。

　すでに比類なき実力で地位を得ている上に、だれもが認める人柄のよさがある不幻ならなんとか許されても、人の顔が覚えられないのは皇宮に仕えるには致ち命めい的てきだ。

　何か思いついたのか、めずらしく慌あわてたように不幻が付け足した。

「君たちはもう覚えた。劉りゆう蒼刻と、姚よう朧月」

「いえ、お気き遣づかいなく」

　そつなく応じたが、内心「俺は呂将軍の直接の部下じゃないから、犬猫枠に入れられてるんだろうか……？」と疑問を抱いてしまった蒼刻である。

　不幻と別れると、朧月がぽつりと言った。

「わたしはおそらく、犬猫枠で覚えていただいているのだと思います」

「珍獣だしな」

　今回ばかりは蒼刻も歯切れが悪くなった。

　そして、もう一人。

　いろいろとお世話になっているし、葉家の風水の件を報しらせておきたいと思っていた相手も捕まえることができた。

「わーい朧月ちゃんだ！」

「止まれ」

　女好きを遺憾なく発揮して朧月に抱きつこうとした来らい煌こう言げんを、蒼刻は一切の容よう赦しやなしに引き剝はがした。この問題に関してだけは上司も部下もない。

　煌言はめそめそと泣き真ま似ねをした。

「蒼刻くんが悪鬼羅ら刹せつだー」

「何もそこまで」

　自分より四歳は年上なのだが、煌言のほうが華きや奢しやなのもあって、なんだかいじめた気分にさせられるのが困る。

「あの……来将軍、葉家の邸のことなのですが」

　抱きつかれそうになった衝撃からようやく心臓が落ち着いたらしい朧月が、そこでおずおずと声を発した。

　そうして自分の口から葉家の前当主の悪鬼について報告するのを見て、蒼刻は少しだけ驚き、次いで誇ほこらしい心地ここちを味わった。簞笥の中が好きな珍獣ぶりはあいかわらずでも、彼女は確実に自分でできることに力を尽つくすようになっている。

　聞き終えると、煌言は嫌いな食べ物を喉のどまで詰めこまれたような顔になった。

「悪鬼が風水を乱していたのか。なかなかない事例で興味深いけど……。どうにもやりきれないね」

「冬泉さまにもお伝えしましたが……さすがに複雑そうでした」

　蒼刻は補足した。

「ただ、葉冬とう泉せんは以前から父親に恨まれる覚悟はしていたと言っていましたし、葉春しゆん燕えんのほうはもっと割り切っていました。親子でも相あい容いれぬまま死ぬことはある、と」

「そういう話を聞くと、朧月ちゃん抱っこして癒されたくなるねー」

「話の内容に関係ない願望をさらっと訴うつたえないでください」

　蒼刻がすかさず釘くぎをさせば、煌言は「怖い怖い」と肩をすくめた。

「本気の冗談はさておき、君にひとつ訊ききたいことがあるんだけど、いいかな」

「？　なんなりと」

　急に改まった態度をされて戸惑いながらも、朧月がうなずく。

　本気ってなんだ、と朧月がつっこまないのは鈍どん感かんゆえか、あえて聞き流したのか。

　などと油断したことを考えていた蒼刻はしかし、煌言が複雑そうな顔をして告げた内容で動きを止めた。

「少し前まで、僕のところに螢けい火かと名乗る道士がいてね。彼、朧月ちゃんのことを昔からよく知っていると言ってたんだ。腕はいいけど素す姓じようのつかめない男だから気になってしまったんだけど……身に覚え、ある？」
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　まぶしい陽ひの光。大きな音。向かい風。生きている人の声。

　あの頃は、すべてが怖こわかった。
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　姚よう朧ろう月げつが生まれてから六度目の春は、風も穏おだやかで花見に向く日に恵まれていた。

　黒こく烏う州の州都・龍りゆう珠じゆの周辺にも、桃ももや桜さくらの色を楽しむのにうってつけの川辺かわべや広場がいくつもあり、大路では臨時の市いちが開かれている。

　陽が翳かげっても春の宵よいを楽しむ人々が街にあふれる季節だが、朧月には外に出るという選せん択たく肢しはなかった。

　黒こく芳ほう院いんという名があるにもかかわらず、近頃はすっかり「幽ゆう鬼き院いん」という通称のほうが広まってしまっている邸やしきの内に留とどまり、しばしば外から届く人の声に手を止める。羨うらやましい気もするが、自分とは遠い世界のことだと静かに悟さとっていた。

　そんな春の日の夜──

　幼おさない朧月が見た夢は、夢ではなかった。

　始まりは唐とう突とつだった。

　朧月はまるで蝶ちようのように、邸の外をふわふわと彷徨さまよっていた。

　あたりは暗いが人ひと気けというものがなく、彼女は緊張することもなく、気ままに一人の世界を満まん喫きつしていた。

　千の花が舞い散る宵。

　耳についたのは、すすり泣きの声だった。朧月の足は自然とそちらに向く。

　すると朽くち果はてた墓ぼ廟びようの前で、白い死に装しよう束ぞくの女性がうずくまって震ふるえていた。

　女性の輪りん郭かくは少しあいまいだった。幽鬼だ、と察さつする。

　──『目の中に棘とげが刺ささって、とてもとても痛いのです』

　と。

　泣きながら何度も同じことを繰り返す幽鬼に、朧月はしばらく困ったように立ち尽つくしていたが、ふと思いついて墓廟に目をやった。

　不ぶ気き味みに静まり返った闇やみの中、月光に照らされた内部であるものが目に留まる。

　ああと納なつ得とくした直後に、周囲の風景がぼやけはじめ、朧月はぱちりと目が醒さめた。気がつくと見慣れた寝しん台だいの上だった。

　起きて、少し考えてから、彼女は玄げん静せい心しんの部屋を訪ねることにした。

　六歳上の異母兄あには、すでに執しつ務む室しつで書類と向き合っており、十三歳になったばかりとは思えぬ理知的な威い圧あつ感かんをかもしている。朧月にとっては唯一の近親であり、「生きている」理解者だ。

「……静心兄さまに、お願いしたいことがあるのですが」

　それだけで静心には察しがついたようだ。

「幽鬼にまつわることか」

「はい」

　朧月は推測をまじえて打ち明けた。

「この城じよう市しの北のはずれに、とても古い……今ではだれも手入れをしていない墓廟があるはずです。中に女性の髑どく髏ろが転がっていて──」

　続きを聞くと、静心は少し驚いたように瞬まばたきをした。

「その髑髏に、しかるべき処置をして葬ほうむってやればよいのか」

「おそらくは」

　自信があってもなくても、心こころ許もとなさそうにうなずいてしまうのは、彼女の癖くせだった。

「あの御婦人は……──わたしが出で逢あった方は、それだけが未練のようでしたので」







　果たして朧月が推測したとおり、一族が断絶した後に打ち捨てられた墓廟は、墓荒らしに掘り返されてひどい有あり様さまだったそうだ。

　問題の髑髏は床ゆかに転がっており、空くう洞どうになった目の中に草が生はえていた。これを「目に棘が刺さって痛い」と言っていたのだ。

　静心の指示の下もと、髑髏はきれいに磨みがいて棺ひつぎに戻し、埋うめ戻された。

　その日の夜。

　──『本当にありがとうございました』

　嘆なげきを聞き入れてもらえた幽鬼は、再び朧月の夢に現れて、深々と頭を下げた。

　──『せめてものお礼です』

　そう告げられた翌朝。

　朧月は部屋の窓辺に、純金の指輪が置かれていることに気づいた。

　観察して、よくない気や呪じゆ詛その気配がついていないらしいと判断すると、彼女はそれを迷うことなく異母兄に届けた。

「幽鬼からの感謝のしるしか。ありがたく足し前にさせてもらうとしよう」

　静心もすんなり受けとって、臨時収入として州の予算に加えた。

　異母妹いもうとが幽鬼の望みやら懇こん願がんやらを聞き届け、その礼を受けとるのは、これが初めてではないのだ。

　最初はさすがに「幽鬼にまつわる物を換かん金きんしたら祟たたられたりしないか」と心配していたのだが、一度もそういったことは起きないので、次第に慣れてしまった。

　今では「よく考えれば、葬そう儀ぎの後に死者の持ちものが売り飛ばされることなどめずらしくもない」と割り切っている。

　玄静心の十三歳かそこらの少年にしては理性の勝つ性格は、生まれつきだった。

　だからこそ、理屈の通らない異能を持つ妹姫とも、逆にうまくいったのかもしれない。
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　また別の日。

　朧ろう月げつに割り当てられた離れの一角──滴てき翠すい楼ろうの周りでは、月げつ季き花かと呼ばれる四季咲きの薔ば薇らの紅こう白はくが目立つようになっていた。

　黒こく烏う州固有の種類のそれは、ほかの花がつぼみすらつけられないような寒さの中でも凜りんと花開く。おかげで花の色に飢うえる日はなく、花見のために外に出ようなんてことを考えずに朧月は生きているが、邸の外からは花の下を歩く者たちの声がよく届く。

　……のどかなようで風変わり。

　花見客といっても、朧月が邸の中でその気もないのに聞いてしまうのは、ほとんどが幽鬼たちの会話だ。

　こんな窓辺で膝ひざを抱かかえたままでなく、壁の向こうを見に行けば、彼らの姿も認識できる自信がある。

　怖い、と思ったことは不思議とない。出逢った中には異様な風ふう体ていをした幽鬼もいたが、どちらかといえば少数派だ。

（道どう士しさまは、また来てくださるのかしら）

　ふと、謎なぞめいた人のことを思う。

　螢けい火かと名乗った旅の道士は、幽鬼が見えてしまう彼女の悩みを解決してくれるわけではないが、異能に興味はあるらしく、それなりに会話の成り立つ相手だった。

　邸で雇やとった人たちが、彼女と目が合うだけで怪物とまみえたかのように立ちすくむ姿に慣れるしかなかった朧月にとっては、稀き少しような存在だ。

　それでも「親しみをおぼえる」という領域に達しないのは、我われながら不思議だったけれど。

　──明めい凜りん。

　家族以外で初めて親しみを抱いた人の面おも影かげがふとよぎり、胸が重くなる。

　笑顔の似合う娘だったのに、最後に見たのはほとんど死人のように青ざめた顔だったのがつらい。

　朧月は目を閉じて膝を抱え、長い時間をかけて、鬱うつ々うつとした想いを吞のみこんだ。

「…………」

　もがくように手を伸ばしたのは、一冊の書物。

　読書の趣味を勧すすめたのは異母兄あにだが、螢火もおすすめの書物とやらをときどき置き土産みやげにしてくれる。今回ばかりは歴史書よりも、螢火がこっそり置いていった通つう俗ぞく小説とやらの、簡かん潔けつですかっとする物語のほうが、現実逃とう避ひの助けになった。

　その日は眠る前まで書物に没ぼつ頭とうしていたせいか、朧月は蝶になって庭で遊ぶ夢を見た。

　──胡こ蝶ちようの夢。

　眠っているときは美しい蝶になって自由に舞い、起きているときは人間で。

　だが実は自分は蝶で、人間になった夢を見ているだけなのかもしれない。

　そういう話だ。

　幼い朧月にはさすがにその寓ぐう話わの意味は理解できなかったが、現実と夢が違うということは理解していた。

（……見たいのは、蝶の夢ではないのに）

　明くる朝。

　かすかな失望とともに、朧月は目覚めていた。

　幽鬼を見ることのできる翡ひ翠すいの瞳ひとみをもってしても、見えないものがあるのだと、彼女は六歳にして悟っていた。







　黒こく芳ほう院いんは仮にも刺し史しの邸であるため、昼のうちは人の出入りが多い。

　邸の規模のわりに住みこみで働く人間が少ないのは、現当主・静せい心しんの倹けん約やくの方針でもあり、たいていの者は幽鬼が寄りつく場所で寝起きしたがらないせいだ。

　その日も夕ゆう餉げの支し度たくを終えた使用人たちが帰宅するのを確認した後で、静心は自みずから滴翠楼に足を運んだ。

　だが、めずらしいことに部屋は空からだった。

　どこかに消えていく異母妹いもうとではない。そもそも邸の外はおろか、庭園にすら出てこないことが多いのだ。

　だというのに、目を離すとどこかに消えてしまいそうな儚はかない印象を朧月に持ってしまうのはなぜなのだろうか。

　不思議に思いながら捜せば、思った以上にあっけなく異母妹を発見した。

　彼女はめずらしく庭先に出て、空を見上げていた。

　彼方かなたの稜りよう線せんに沈む陽と入れ替わりに、暗くなりはじめた空では下か弦げんの月が明るさを少しずつ増している。

「朧月」

「……兄さま」

　呼びかけたが、返ってくる声こわ音ねは予想以上に細く弱々しい。

　ときどき熱を出してしまうとはいえ多病で虚きよ弱じやくな体質というわけではない異母妹だが、静心は彼女が元気いっぱいに話しているのをほとんど聞いたことがない。

　後妻の娘、しかも厄やつ介かいな異能持ちという自分の立場を理解しすぎているのか、友達がいないので邸にある書物を片かたっ端ぱしから読ませたのがあだになったのか、六歳とは思えぬほど物言いが落ち着きすぎている。

　よくないのでは、とは思うが、十三歳の静心にはどうすればいいのか見当もつかない。

　刺史としての仕事では弱気になどならないのに、こういう時だけは、父にあと十年は生きていてほしかったと思ってしまう。

　もどかしさを冷静な表情の下に隠したまま、静心は異母妹の前にしゃがみこむと、慎重に問いかけた。

「何かあったのか」

　朧月はうつむいた。

　後ろめたいとまでは言わないが、説明をするのがためらわれる。そんな様子だ。

「……声が、きこえたのです」

「幽鬼の声か」

　静心は難なく察していた。表情を変えずに、朧月のまなざしの先を追う。

　彼の目には、夜空を照らす下弦の月しか見えないし、聴こえるのは風の音のみ──

　否いな。

　一瞬、静心は息を止めていた。

　引きつるような嗚お咽えつが、ふいに耳に届いた。おそらく大人おとなの女性のものだ。

　努めて目元に力をこめ、無表情を維い持じした。この動揺、異母妹にだけは悟られるわけにいかない。

（あの道士の言うとおりになっているな）

　内心、苦々しく思う。

　螢火と名乗る胡う散さんくさい道士は、静心が異母妹と一緒にいるうちに幽鬼の気配に聡さとくなってしまったのを、なぜか見抜いてみせた。

　──『そのうち、おまえにも幽鬼が見えるようになるかもな』

　そうも言った。

　異母妹の苦悩がわかるのなら望むところだと思ったはずなのだが、こうして不意打ちのように感知してしまうとやはり神経を削けずられる。生せい来らいの負けず嫌ぎらいなので、怖い、とは絶対に言いたくないが。

「私にも今、泣き声のようなものがかすかに聞こえた」

　自分が落ち着いたという自信を持てるようになってから、静心は切り出した。

　朧月は何か恐おそれるように肩をすぼめる。

「……本当、ですか？」

「怯おびえるな。私は平気だ」

　きっぱりと言い切った。

「また幽鬼が、何か問題のあることでも言っていたか？　だれそれに殺されたとか、盗とう賊ぞくが墓から副ふく葬そう品ひんを奪っていったとか」

「いえ……今回は、そういう事件の香りはいたしません」

　彼女はゆっくりと首を振った。

　儚はかない哀あい傷しように満ちた表情は、夜明けの空に消えていく月を思わせた。

「小さな子供を持つ、母親の幽鬼でした。遺のこした子供が心配でたまらない、と言って嘆なげいておりました」

「──そうか」

　静心があいづちを打つのに、ほんの一瞬だけ間を置いてしまったのは、彼女が何を考えたのか察したからだ。

　翡翠の双そう眸ぼうで夜空を見上げて、朧月は細い声を落とす。

「わたしの母さまは……」

「穏おだやかで、心やさしい方だった。だれよりもそなたを理解して、愛していた」

　──わたしはどうして、母さまや父さまの幽鬼は視みることができないの？

　──どうして母さまは、わたしに逢いにきてくれないの？

　──逢いたい人には逢えないのに、この異能はなんの意味があるの？

　本当なら、そう叫んで泣きわめきたいはずだ。

　むしろ彼女の年頃であれば、そうして暴れてくれたほうが保護者としては安心できる。

（私に似ているんだろうか）

　と、静心は思った。

　血はつながっているはずなのに、日頃は黒髪をのぞけば共通点など見当たらない異い母ぼ兄きよう妹だいなのだが、こんなところで似ていてもうれしくはない。適当な愚ぐ痴ちは吐けても、本当に困っていることを口にはできないとか。

「苦しむな。……というのは無理な話だと思うが」

　静心はできうる限り、やわらかい声音で話した。

　十三歳の黒烏州刺史として、なめられないよう気を張る時間のほうがずっと長いので、やさしい兄になるのが難しい。

「あの方はそなたを冥めい府ふに連れて行きたくはないから、あえてそなたの目の前には現れないのだと私は考えている」

「……え」

「そなたは生者も死者も視えてしまうからな。人は、見えるものに囚とらわれやすい。こうして生きているそなたが死者の世界にばかり執しゆう着ちやくしてしまうのは……あの方にとって、おそらく死ぬよりもつらいことだ」

　姚よう月げつ娘じよう。

　後妻や義母とはうまくいかないことが多いらしいが、静心は朧月の母親である彼女を、素直に敬けい愛あいしていた。

　過ぎるほどに控ひかえめで遠えん慮りよがちだったが、娘の異能にも動じずに抱き留めていた姿は、静心が朧月に対する態度として見習いたいところばかりだった。

　だからこそ、朧月の中で母親のことが哀かなしみにしかつながらないのは嫌いやだった。

「兄さま」

　──やがて朧月は、異母兄を見上げた。

　おそらく大人から見れば、朧月と同じ「子供」と侮あなどられる年頃だというのに、玄げん静心には不思議と風格めいたものがある。
















「なんだ」

「……わたしは、ここで生きているべきなのですね？」

「無む論ろんだ」

　即答だった。

　朧月は、ではそうしようと素直に思った。

　頼りない自分の小さな頭よりも、異母兄の判断力のほうが信じられる。自分には見えない亡なき母の考えはそうなのだと、信じたいと思った。

　静心が、彼女の黒髪をなだめるように撫なでてくれる。

　──彼が異母妹には見えない角度で、ほっとしたような息をついたのを、朧月は知る由よしもない。

「今夜は冷えこむそうだ。部屋に戻るぞ」

「はい」

　声は淡たん々たんとしていても。仕草はひどく無造作でも。

　朧月を連れ戻す手は、いつも温かくてやわらかい。それが静心という人だ。

　──兄さまがいれば。

　朧月の世界は守られている。世界はきれいなものだと思える。

　もちろん永遠にこのままではいられないし、いてはいけないと頭ではわかっていたが、弱い娘は今このとき唯一頼れる人にしがみついてしまった。







　彼女が、幽鬼だが姉のような友人を得るのはこれより数か月後。

　そして銀ぎん髪ぱつ眼がん帯たいの武官によって無理やり箱庭から引きずり出されるのは、さらに十年近く後のことになるのだが、もちろんこのときは予想すらしていなかった。
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　螢けい火か。

　朧ろう月げつのことを昔からよく知っている道どう士し。

　来らい煌こう言げんの口ぶりでは、彼ほどではないが、意外と若いようだ。

　──などと聞いた瞬間から警けい戒かい心しんが働いてしまうのは、自分が彼女に対して過保護で過か敏びんになっているせいなのか、武人としての勘かんなのか。蒼そう刻こくには、とっさに判断がつかなかった。

「螢火さま……と呼んだことは、実はあまりないのですが」

　碧へき血けつ館かんに戻り、いつものように茶を用意して一いつ服ぷくすると、朧月もさすがに空気を読んだらしく彼に質問される前に口を開いた。

「わたしが小さい頃によくお世話になった道士さまで……幽ゆう鬼きが見える異能を、『双そう界かいの瞳ひとみ』と名づけた御方でもあります」

　やはり相当に因いん縁ねんが深いのは確かで、蒼刻は少しばかり憮ぶ然ぜんとする。

　初恋の相手は異母兄あにだったとか以前に聞かされていたので、螢火とやらはそこまで彼女の中で大きい存在ではないのかもしれない。

「世話って、具体的にどんなことだ？」

「え」

「道術でも習ったのか」

　朧月は、いいえ、とかぶりを振った。

　淡あわい無表情だが、どこか複雑そうな翳かげりがあるのが気になる。道士さまとやらに、何か思うところがあるのだろうか。

「……わたしは小さい頃は、今のように幽鬼が見えたり聞こえたりしても適当に受け流すということができなかったせいで、疲れやすいのにうまく眠れなくなってしまう悪循環にはまりこんでいたのですが」

　今は幽鬼が見えても適当に無視できるくらいには図太いんだな、などと思っても口に出さないでおく程度には、蒼刻もわきまえていた。

「道士さまはその対処に、幽ゆう鬼き院いんに魔ま除よけの護ご符ふを置いて、悪いモノが近寄らないようにしてくださったりしました」

「…………」

「それと──これが双界の瞳のせいなのかは微妙なのですが、わたしは昔はよく熱を出して寝こむ面倒な子供でもありまして、そのときは、どんな医い生せいの方の治ち療りようよりも道士さまの薬やく湯とうがききました」

　泣くほど不ま味ずかったけれど、と冗じよう談だんめかして付け加え、茶を一口。

　少し間を置いて、蒼刻は続きをうながした。

「幽鬼院に住みこんでたわけじゃないんだな」

「旅の道士だと自称しておられました。……今思えば、螢火というのは名ではなく道どう号ごうなのかもしれませんね。苗みよう字じを聞かされた記憶がありません」

「道号か」

　道士には、師に一人前と認められた時点で「道号」を授かるという古い習わしがある。

　道号を名乗るか、親から与えられた名を名乗るかは昨さつ今こんは自由だそうで、たとえば来煌言は道号をほとんど使わない。たしか本人が「こっちの名のほうが武将らしいからー」などと言っていた記憶がある。

　──月に螢ほたる火び。

　そういう言い回しがある。螢の光も明るいが、月とは比べものにならないという意味だ。

　朧月から聞いた限りの「道士さま」の印象とはあまり重ならないが、奇妙な符ふ合ごうめいて感じられるのは、蒼刻が神経を尖とがらせすぎているせいなのか。だがこの娘には、おかしなのに目をつけられた過去がある。

「おまえの言い方からすると、もう長いこと逢あってないのか？」

「はい」

「逢いたいか」

「……逢いたくない、とは申しませんが──」

　朧月はあいまいに語尾をぼかし、それからなぜか眉まゆをひそめた。

　そっとのぞきこめば、翡ひ翠すい色いろの瞳は複雑そうに揺ゆれていた。

「どうした」

　つまらない独占欲が吹き飛び、蒼刻はただ単純に心配になって呼びかける。

　はっとしたように朧月がまなざしを上げた。

「なんと言いますか……意外と思い出せないことに気づいて、戸惑っておりました」

「なに？」

「道士さまに逢うときは、たいていわたしの調子が悪いときだったせいでしょうか……あの方のことを思い出そうとしたら、なぜか頭の中に靄もやがかかったようになってしまって。お顔はさすがに覚えているのですが、思えば逢うたびによくお話ししたような気がするのに、何を話したのかをほとんど思い出せなくて……」

　そんな自分自身に困惑している様子で彼女は言う。

「小さい頃の記憶ってぼんやりしてるのが普通じゃないか？」

「静せい心しん兄さまとお話ししたことや遊んでいただいたことならよく覚えているのに、おかしいなと思ったのですが……」

「それ、おまえが兄馬ば鹿かなだけじゃないか？」

「わたしが兄さまのお嫁よめさまになりたいと言ったら正座でお説教されたこととか、兄さまとおそろいの衣い裳しようが着たいとお願いして困らせてしまったこととか、散歩中に庭の木から頭に虫が落ちてきて冷静な兄さまが前ぜん代だい未み聞もんの形ぎよう相そうになったこととか……兄さまとの思い出は、はっきりと覚えておりますのに」

「待て最初の気になるぞ」

　久しぶりに怒ど濤とうの兄馬鹿ぶりにあてられながらも、冷静につっこみを入れたとき、ここに足りない二人が帰ってきた。

「猫ねこ捜さがし隊、ただいま戻りましたよぅ～」

「あまり成果がなくてすまんがのう」

　星せい彩さいと張ちようさんだ。

　友人を「お疲れ様」と迎えながら、朧月は心配そうに言う。

「本当に、どこに行ってしまったのかしらね。いじめられたりしていないことを祈ることしかできませんけれど……」

「一応、儂わしが紅こう梅ばい宮きゆうで顔なじみであった女によ官かんの皆に、銀ぎん毛もうの猫を見かけたら教えてほしいという話はしてきたぞ。ほかの場所を担当する女官にも伝えてくれるそうだし、儂らで捜せる範囲は捜した以上、しばらくは『待ち』の姿勢をとるのはどうかな？」

「……ありがとうございます、張さん」

　とりなすような言い方をして、低い美声が生む父親の存在感めいた説得力をいかんなく発はつ揮きする白びやつ虎こに、朧月が素直にうなずく。

　老ろう若にやく男なん女によ問わずもてて「抱きつきたい男」第一位に君くん臨りんする白虎のたらしぶりが、めずらしく役に立ったな。などと、蒼刻はちょっと失礼な感想を頭に浮かべた。

　猫にさほど執しゆう着ちやくしていない彼には、ここにいてもいいのにいないもう一人の幽鬼のほうが気になっている。

「張ちよう角かく──じゃない、峰ほう桜おうはどうしてるんだ？　天てん狼ろうさまを案じて見守ってくれるのはいいんだが、顔を見せに来るぐらいしてもいいだろ」

「峰桜どのには先ほど逢ったぞ。猫捜しを兼ねて皇こう宮きゆうの中を散策しておくそうだ」

　思わず半はん眼がんになった。

「あいつもなにげに自由なやつだな」

「──おっと、そうじゃ。一番大事な用件を伝えそびれるところじゃった」

　白虎がおもむろに、肉球つきの手でぽんと己おのれの額ひたいを叩たたいた。

　お茶目な仕草だが、蒼刻は笑いもしない。

「用ってなんだ」

「仏ぶつ頂ちよう面づらはよさんか。護ご花か七しち将しよう軍ぐんの筆頭どのが、おぬしに内々で頼みたいことがあるとかないとかで、明日の朝一番に逢いたいそうじゃ」

「あるのかないのか、どっちなんだよ」

　もちろん「ある」ほうに決まっていた。
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　碧へき血けつ館かんの一階の、もっとも奥まった場所。

　蒼そう刻こくだけでなく、国軍の大半の人間が用がなければまず足を延ばさない一角に、東とう方ほう朔さくの執しつ務む室しつは位置している。

　鋼こう鉄てつ宮きゆうにつながる回かい廊ろうや鍛たん錬れん場じよう、黎れい洞どう館かんといった主おもだった施設までかなり遠い、館内では不便ともいえる場所なのだが、おかげで昼でもかなり静かなのが、東方朔にとっては重要らしい。

　なんでも気功の鍛錬にも、趣味の茶にも没頭できて好都合だそうだ。

　双そう璧へきの護ご衛えいとして働く時間以外は、一人で落ち着く時間に浸ひたっていたい。

　護ご花か七しち将しよう軍ぐん筆頭はそういう性格だ。

「おう、よく来やがった」

　東方朔はいつものように、気安く迎えてくれた。

　武官の中ではひときわ小柄に見える体たい軀くを、今は執務机の前の椅い子すに沈めている。

　双そう眸ぼうの鋭するどい光を除けば、さほど威い圧あつ感かんはない男だ。しかし護ご国こく学院で直接手ほどきを受けたことのある蒼刻は、この白しら髪がの目立つ老武官が、衰おとろえとは無縁の実力者だと知っている。

　ただし会議ではよその重臣に喧けん嘩かを売るのをためらわない豪ごう気きな性格のため、一部では暴れん坊爺じいさんと認識されてしまってもいた。

「顔色がいい。もう自力で歩いてお使いくらいはできそうだな」

「はい」

　執務机の前に立った蒼刻は、短く返答した。

「万が一の場合には、軽く喧嘩くらいはできるか」

「必要とあらば」

　淡たん々たんと答えた直後、目の前にいたはずの老武官の姿がかき消えた。

　同時に悪お寒かん。

「！」

　度ど肝ぎもを抜かれたが一瞬で状況を理解して、蒼刻は己の四し方ほうに意識をめぐらせる。

　後ろ。

　と見せかけて真横に殺気の塊かたまりが移動するのを察さつ知ちして、蒼刻はとっさに構かまえる。腹を蹴けり上げようとしてきた東方朔の膝ひざをてのひらで受け流し、その勢いのまま、蒼刻はいったん距離をとろうとする。が、東方朔の俊しゆん敏びんな動きはそんな工夫のない撤退を許さず、驚くほどの跳ちよう躍やく力りよくでもって蒼刻の間合いに突っこんでくる。

　齢よわい六十を超えているのが信じがたい動きに舌を巻きながらも、繰り出された肘ひじ打うちを顎あごに喰くらうのだけは回かい避ひする蒼刻。

　腰の刀には手をかけないまま、横に回りこんできた東方朔に反応して身構える。

　──が、東方朔はひどく唐突に攻撃を止めた。

　小柄な身体からだにみなぎらせていた力を一瞬にして抜き、ふんと鼻を鳴らす。

「いいだろう」

　その言葉で、蒼刻は筆頭がどういう意図で攻撃してきたのかを確信する。

「試されたのですか」

「おまえといい曹そう朱しゆう義ぎといい、若い武官は意地っぱりが多いからな」

「……曹朱義はどうしていますか？」

「あいつなら、腕うでのけがを隠してたから負ふ傷しよう休きゆう暇かを命じた。今日は曹家の邸やしきに戻っているはずだが──なんだおまえら、ようやく戦場で絆きずなが芽め生ばえたのか？」

　相手が白虎あたりなら「気色悪いことを言うな」と切り返すところだが、真顔で問いかけてくる上うわ役やくが相手だと全否定をするのが難しい。加えて蒼刻自身、朱義のことを死ぬほど嫌っているわけではないのだ。

「あいつの落とし物を拾ったので、渡してやりたかっただけです」

「そうか。機会があれば伝えてやろう」

「ありがとうございます」

　いつまでも懐ふところにあの豚ぶたの飾りをしまっておくのも心地ここちが悪いので、助かった。

　東方朔は椅子に座り直した。

「さて、と。話を戻すが、おまえに肩慣らしにやってもらいたい用事がある」

「用事ですか」

　武官らしく任務や命令という言い方をしないのに、若じやつ干かんのふくみを感じる

「[image: 〓]せい教きようの一件で、古い陵りよう墓ぼや御ご陵りよう地ちをひととおり調べといたほうがいいんじゃねえかって話が会議で持ち上がっててな」

「それは……やろうとしたら、人手がいくらあっても足りないのでは」

「まあな。もちろん国軍だけにまる投げされても困るからな、よそ様からも人を出すようにさせた。こっちは主に護国学院の学生とかに勉強のついでにやらせる気でいるが、そう言えばおまえも今は手が空いているかと、回廊で張さんと逢ったときに思い出してな」

「俺も今、負傷休暇という扱いですが」

「知ってる。だから悪いとは思うんだが──ここの調べは、さすがに信の置けるやつじゃないとまかせられん」

　ここ、と言いながら東方朔が突きつけてきたのは、一枚の紙だ。

　建物の図面らしく、専門的な用語や記号がびっしりと書きこまれている。護国学院では壊れた建造物の修復方法も学ばされたので、蒼刻でも基本的なことはわかる。一見、武官の仕事ではなさそうだが、戦いくさで荒こう廃はいした邑むらや城じよう市しの復興に進んで協力すれば、国軍の支持を集められるという燕えん軍師のちょっとした打算だ。

　しかし、蒼刻が真っ先に目を留とめたのは、下の方に記された、その場所の名だ。

「皇族の陵りよう墓ぼではないのに、ここも対象に？」

「とはいえ、決して皇族と無関係ではない。そいつはわかるよな？」

「はい」

　念を押す口く調ちよう。信用しているぞ、という重みのかかった声こわ音ね。

　事が大きいほど他人に丸投げできない蒼刻の性格を、東方朔はよくよく把は握あくしている。

「三大家出身のおまえにならまかせられる。できればおまえの『連れ』と一緒に行ってもらいたいんだが、可能か」







　自室に戻り、東方朔から非公式にまかされた用件について話してみた。

　すると朧ろう月げつのほうから「……わたしも行ってみたいかもしれません」と言いだしたので驚かされた。

「どうした、天てん変ぺん地ち異いの前ぶれか」

「何もそこまで!?」

　翡翠色の目を見開いて心外そうな顔をするが、ちょっと今までの自分の言動を振り返ってみろよなと蒼刻は思う。

　窓辺で広げていた道術関連の書物をたたみながら、朧月は言った。

「実は、ちょうどわたしも墓地などに行きたいと思っていたのです」

「ちょうど昼飯買いに行くところだったみたいな軽さで何言いだすんだおまえは」

「まあ……あまりお気になさらないでください」

「無茶言うなよ」

「……ですよね」

　説明しなければいけないのは承知の上だが、難しい。朧月の口ぶりのたどたどしさは、まだ自分でも整理しきれていないことを語っているのだと蒼刻に気づかせる。

「先日の[image: 〓]教の件は……わたしにとって、『双界の瞳』について考え直すきっかけにもなりました。……今後のために確かめたいことがいくつかあるので、できれば、わたしと顔なじみではない幽鬼がいる場所に行きたい、と思うのです」

「それで墓地か」

　いつもどおりゆっくりと言葉を選ぶ彼女の説明を聞くうちに、蒼刻もなんとはなしに察さつしがついた。

　星せい彩さいのように身近な幽鬼が相手ではとても試せない「何か」をしたいのだろう。

　蒼刻は、窓の外を見やった。恋人である白虎と一緒に中庭を散策している、撫なで子しこ色いろの髪かみを流した幽鬼がいる。ついていきたいと言うだろうが、今回は留る守す番ばんをしてもらうか。

（万ばん里りのことも気になるし）

　衛えい万里。現在進行形で双璧に協力しているはずの副官候補とは、[image: 〓]教過激派と交戦した一夜以来、まだまともに話せていない。

「わかった。やっぱり帰る、って言っても一切無視するからな」

「…………」

「そこで真顔で考え直すなよ」
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　目当ての場所は皇こう都とからはそれほど遠くない。しかし正午前から出かけても、調査の時間を考えると、近くの街で一泊することにはなりそうだ。

　という予定を聞くと、星せい彩さいは眉をひそめた。

「これはやっぱり、あたしがついてくべきなのか、やめておいたほうがいいのか」

「幽鬼がらみの問題が起きてるわけじゃねえから、そこまで危険なことにはならないと思うが」

　蒼そう刻こくがとりなすと、姉の表情になっている守護幽鬼はしらっとした声音になる。

「違いますって武官さん。この間あたしがうっかり邪魔しちゃった千せん載ざい一いち遇ぐうのあれの好機になっちゃったらどうしよう、って思ってるんですよ」

「！」

　手しゆ巾きんなどを鞄かばんに詰めていた蒼刻は手が一瞬止まるだけで済んだが、自作の護ご符ふからどれを持っていこうか選んでいた朧ろう月げつは、螺ら鈿でん細ざい工くの花が咲いた紙箱を危うくひっくり返しそうになっていた。

　そして、こちらを見ようとしない。

　ただ、黒くろ蜜みつの流れを思わせる髪の間からのぞく耳が赤い。手を伸ばして引き寄せ、嚙かみつきたくなる、果実の紅あかさ。……などと素で考えてしまった後で、いや俺も落ち着けと蒼刻は自分を戒いましめた。

　少なくとも、星彩のみならず白虎までいる場所でする妄もう想そうではない。もっとそそる口元の紅べににふれようとしたのは、つい先日のことなのだし。

　白虎が己の髭ひげを撫なでながら言った。

「儂はおぬしの補佐をするのもやぶさかではないから、万里との連れん携けいを受け持つのは構わんが、本当に二人だけで大丈夫なのか？」

「──私が同行してやろうか」

「ああ、道士さんならちょうどいいかも──……って、いつからいたんすか!?　幽鬼のあたしをびびらせないでくださいよぅ！」

　星彩が悲鳴を上げたのは、いつのまにか忽こつ然ぜんと現れていた白しろ衣い裳しようの人物のせいだ。

　以前は張ちよう角かく、今は呼び名を変えて峰ほう桜おう。

　黒髪と透とう徹てつした琥こ珀はく色いろの瞳のせいで硬質な印象が強い彼は、毒を吐きながらも朧月に道術の初歩を手ほどきしてくれている師し匠しようだ。

「迂う闊かつだな」

　ぶうぶうと文句を言う星彩には一いち瞥べつのみくれてやり、峰桜は冷さめた声で言った。

「そこの白虎は、私が扉とびらをすり抜けてきた時点で気づいていたぞ。皆、気が抜けすぎだ」

「なんでもないときまで気を張りめぐらせてたら大変だろうが」

「まあまあ……。お師さまは、今は大丈夫なのですか？」

「ああ。──皇族の護衛に《花か影えい》が本格的に復帰できるようになったし、華か天てん狼ろうに憑ついている子供も安定してきたからな」

　うなずき、峰桜は蒼刻へと視線を投げかけた。

「不ふ肖しようの弟で子しを連れて行くということは、幽鬼か道術がらみの事案か？」

「一応な」

「ならば弟子の実力を試す意味でも、私が監視してやろう。遠えん慮りよするな」

「ひええ……」

　抜き打ち試験という師の恐おそろしい言葉に、朧月が震ふるえ上がったのは言うまでもない。

　そういうことで結局、めずらしい組み合わせの三人で出かけることになった。
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　午後は陽ひがよく照って温かく、街かい道どうの風が心地よいほどだった。

　被ひ布ふをかぶって荷物じみた見かけになった珍ちん獣じゆうを、鞍くらに一緒に乗せ、蒼そう刻こくはかなり身軽にその街へとたどりついた。

「陵墓や御陵地ではなく……祠し堂どう、なのですか？」

「正確には家か廟びようだ。東とう方ほう将軍がすでに持ち主に先ぶれを出してくれたそうだから、とっとと入って調べるぞ」

　家廟というのは一族の祖先と、その土地の守護神などを祀まつるための施設だ。

　まるで大商人の邸のように立派な門構えの建物の、門の上に書かれた姓に、峰ほう桜おうが目ざとく気づく。

「董とう家？　当代皇こう帝ていともつながりのある名家じゃないか。三大家に次ぐ十じゆう葉よう家だったか」

「……まあな」

　馬をそのために植えられた木につなぎながら、蒼刻は言葉少なに答えるしかなかった。

　家廟の主は、董家。

　当代皇帝である華か陽よう炯けいの、最初の皇こう妃ひ──すなわち天てん祥しよう、天てん狼ろうの亡ぼう母もの実家だ。

　亡なき皇妃の兄、天祥たちの伯お父じにあたる人物は、今も要職についている。

　そこに異常がないか調べろという。邪じや推すいや憶測をするな、というほうが難しい状況だ。

　峰桜は眉をひそめて「きなくさいな」とつぶやいた。

「どういう事情だ、と君に訊きいても詮せんないことだろうな。ならば今は黙だまっておこう」

「あんたは察しがよくて助かる」

「私は、私の手に負えない範囲のことには首を突っこまん」

　賢けん明めいで謙けん虚きよだ。

　広々とした家廟の中は、静けさと閉じた空気とそれらしい気配に満ちていた。

　外から自然の光を巧たくみにとりこむ作りの窓のおかげで、がらんとした家廟内部は思いのほか明るいが、暗がりも多い。十人ほどの上品な装よそおいをした幽鬼がいたが、彼らはやはり、暗がりが居心地がいい様子だった。

「これといって、異常はなさそうだな」

「……そうですね」

　生きまじめにうなずくと、朧ろう月げつはためらいがちに蒼刻を見上げた。

「少し、失礼してしまってもいいでしょうか」

「ああ……試したいこと、ってやつか？」

「はい」

　集中した様子になった朧月が一歩出て、その翡翠の瞳で、幽鬼たちを凝視した。

　すると幽鬼のうち三人が、何か命じられたかのように、こちらに向かって頭こうべを垂たれる。

　だが、全員ではない。

　朧月は道術の呼吸法で息を整えながら、何度か似たようなことを繰り返したが、結局、すべての幽鬼を従えるまでには至いたらなかった。

　ため息が聞こえた。

「……いっぺんに全員は、無理のようですね」

　満足していない様子の朧月を見下ろして、蒼刻は首をひねった。

「[image: 〓]せい教きようが相手のときには、それができたんだったか。でも、火か事じ場ばの馬ば鹿か力ぢからってやつだったんじゃないのか」

「困りました……。行き当たりばったりでは、いざというときに使えません」

「驚いた。積極的に活用する気でいたのか？」

　蒼刻が意外そうに言えば、朧月は微妙な顔つきでうなずいた。

「わたしがまぐれではなく本気で、幽鬼を支配、統率できるとしたら。……それは間違いなく、力だと思いました」

「力が欲しいのか」

「欲しい……というよりは、自分の異能を、もっときちんと掌しよう握あくしたいのです。今まではどちらかと言えば振り回されておりましたゆえ」

　前向き。

　そう捉とらえていいのか迷う部分もあるが、彼女の試行錯さく誤ごは理解できなくもない。

　一いち抹まつの不安はありつつも、蒼刻は当面は、朧月を見守っておきたいと感じる。

「そいつは道術とも違って、おまえの自己流でしかないから難しいだろうな」

「道術の剪せん紙し成せい兵へい術じゆつのコツなどを真似たらどうかと思ったのですが……。要研究ですね」

「そっち系の術なら来らい将軍の分野か。まあ、勉強をしたいってんなら、おまえの師も協力は惜おしまないだろ。だよな？」

　同意を求めれば、峰桜は無表情にうなずいた。

「弟子が望むのならな」

「……望みます。是ぜ非ひ」

「ではまずは、呼吸法の見直しからだな。頭では理解しているようだが、身体がついていけていない」

「う」

　図星をさされて顔を引きつらせた弟子から視線を外して、峰桜が蒼刻を見た。

「君もわかっているだろうが、ここに異常はない。[image: 〓]教過激派その他に利用された痕こん跡せきもなさそうだ」

「ならよかった」

「では、ここに泊まらずに皇都に戻ろう。不肖の弟子が勉強をお望みだ」

　峰桜がやや強引にうながしたが、蒼刻は特におかしいとは思わずにうなずいた。

　そして。

「……たしかに君が自分を守るには、それしかないとは私も思うが」

　果たしてうまくいくだろうか。

　つぶやき、峰桜が物もの憂うげに彼女の後ろ姿を見つめていたのを、生者二人は知らない。
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　祠堂の外に不自然に人の気配があることに、蒼そう刻こくは出る前から勘づいていた。

　とはいえ敵意は感じられないので、一応警けい戒かいしつつも「家廟の様子を見に来た管理人かもしれない」とも考えていた。

　大門をくぐり前庭に出ると、その気配の主は「おお」と気さくに笑い、

「──おやおや。董とう家の祖霊とはうまくやれなかったのかい？」

　何かを見透かしたように声をかけてきた。

　朧ろう月げつが驚いた顔になり、手で口元を押さえた。そして声をもらす。

「あ……」

　夜を思わせる藍あい色いろがかった黒髪の青年が、そこにいた。

　吞のみこまれそうな深みのある瞳は、青……というよりはこれも藍色に近いか。厚い雲が星まで隠してしまった新月の夜を思わせる色合いだ。

　上じよう衣いはゆったりとした袖そでの広いものだが、脚きやく衣いは細身。旅たび装しよう束ぞくにしては優ゆう雅がに見えるのはおそらく、本人のつかみどころのない雰ふん囲い気きのせいでもあるだろう。

　青年はにこりと笑った。

　秀しゆう麗れいな容姿、春の暁あかつきに咲く花の色香といった風ふ情ぜいに反して、気さくな笑い方だ。まなざしになんとも言えない艶つやと愛あい嬌きようがある。

「よう。久しぶりだな、俺のお姫さま」

　存外におおらかな口調である。

　青年に釘くぎづけになっていた朧月が、信じられない、という声を落とした。

「……道士さま？」

「そうとも。俺の名を忘れてしまったか？」

「い、いいえ、滅めつ相そうもございません」

　からかうように言われた朧月が、あわてて首を振る。

　二人の対面──どうやら再会らしきものを傍かたわらで見ている蒼刻は、ひどく落ち着かない心地にさせられた。

　社交性が欠けつ如じよしているにもかかわらず、珍獣めいた個性のせいなのか、朧月は意外と人から構われやすい。

　しかし、彼女と顔を合わせるたびにいじり倒す天てん祥しようや煌こう言げんに対してするようには、即座に二人の間に割って入ることはできなかった。

　当の朧月が、うれしいのが半分、面食らっているのが半分という半はん端ぱな表情をしているせいだろう。

「螢けい火かさま……ですけど、そうお呼びしたことはあまり──」

「それにしても大きくなったなあ朧月！」

「ふわあ!?」

　すっとんきょうな悲鳴が上がったのは、青年道士──螢火の唐とう突とつな行動のせいだ。

　大おお股またでこちらに近づいてきたかと思ったら、かっさらうみたいにして、朧月を無む造ぞう作さに抱き上げたのだ。

「どうした？　昔は逢うと決まってこうしてやっただろう」

「仰おつしやるとおりですが……わたしも、もう幼おさな子ごではありませぬゆえ」

「十五、いやもうすぐ十六かな？　道理できれいになった。母親と父親のいいところをもらったな」

　愛うい愛ういと、朧月の頰ほおを撫ぜる手つきに、親密さがあふれすぎている。
















　蒼刻は今度こそ、自分の仏ぶつ頂ちよう面づらにびきりと亀き裂れつが走る音を聞いた。

「螢火、でいいのか？」

「そうとも。なんだい若造？」

　こちらを流し見た螢火はひどく明るい声で返事をする。無む駄だに愛あい想そがいい。

　だが、蒼刻の意にやすやすと従う気がないことも、超然とした物腰から察せられた。

（というか、若造って）

　衛えい万ばん里りから親しみ半分で「少年」と呼ばれることはあるが、螢火の「若造」はそれとは響ひびきが違う。どこが違うのかは、よくわからないけれど。

「そいつに無用に馴れ馴れしくするな」

「この子を抱くのに、おまえさんの許しを得る必要があるとは思えんがね」

「俺はこいつに許されている」

　螢火は「へえ」と感かん嘆たんすると、一転、さらりとした声音で朧月に問いかけた。

「彼にすべてを許したのかい？　お姫さま」

「……！」

　問いかけの意図を的確に理解してしまった朧月が固まり、それから赤くなる。

　螢火はにこやかにうなずいた。

「だと思った。ま、仮にこの押しに弱いお姫さまが許してしまっても、玄げん静せい心しんがそう簡単に許すわけがないだろうな。小さい頃に、俺のお嫁さまになるかい？　って誘ったときにはおまえの返事を聞く前にまず静心に怒られたものな」

「…………」

　そのときに静心に殴なぐり倒されておけばよかったのに、と蒼刻はちらりと思ったが。

「何年前の話だそれ」

「十年弱かな」

「変態として叩たたき斬きっていいか」

「おおっと。俺はそういう趣味でもないし、朧月の今後のためには俺とは最低限の友好関係を保っておくべきだと思うぞ？」

「……なに？」

　意味ありげな言い回しに困惑する蒼刻を差し置いて、螢火は未いまだに抱きかかえたままの娘を見た。彼女は翡翠色の瞳に戸惑いと警戒を半々でみなぎらせている。

「双界の瞳」

　ことさらゆっくりと螢火はその呼び名を口にした。彼が名づけてくれたのだと、朧月が認識している呼び名。

「さすがにおまえもその神しん髄ずいを知りたくなる頃かと思って、逢いにきた。それがひとつだ」
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　猫ねこにとっては幸か不幸か。

　銀ぎん毛もうの猫を見つけたのは、彼が最初だった。




「つらそうだな、銀ぎん砂さ」

「！」

　──姚よう朧ろう月げつと劉りゆう蒼そう刻こくが、御ご陵りよう地ちに赴おもむいた夜。

　不意打ちのように現れた劫ごうにいたぶられたせいで体調を崩し、銀毛の猫に戻れずにいた銀砂の前に、その男は現れた。

　だれも寄りつかない廃はい墟きよの崩れた壁の陰、月明かりだけは惜おしみなく降りそそぐ場所にうずくまっていた銀砂は、警けい戒かい心しんをあらわにして相手を見上げる。

　男はにこりと笑った。

「おまえさんが女ならやさしく抱いて慰なぐさめたし、男なら背中を叩たたいてやるんだが」

　一体どっちなんだ？　と、おっとりした口く調ちようで男が問いかける。

　戯たわむれめいたそれを銀砂は無視した。

「そんなことより、あなたがなぜここにいるのですか」

「つれないな」

　そう言うわりには気分を害した様子など微み塵じんもなく、男はさらりと答える。

「俺は十年以上前から、陰いん界かいよりも陽よう界かいにいる時間のほうが長いぞ。俺のほうがおまえにその質問をしたいくらいだ」

　陽界は、生者の世界。

　陰界は冥めい府ふ、あの世、死者の世界。

　──男はその境目を自由自在に行き来できると言っているのだが、それを聞いても銀砂は驚きもしなかった。

　なぜなら、自分もこの男と同じ真ま似ねをしているからだ。

　手負いの獣けものよろしく身み構がまえる銀砂とは対照的に、男はどこまでものんびりと話の接つぎ穂ほを探してくる。

「やっぱり手助けはいらないか？　耐たえる表情も悪くはないが、おまえさんが男でも女でもさすがに見ていて気まずいんだが」

「お気き遣づかいなく。時が経たてば恢かい復ふくします」

「おまえさんの苦しみが長引くのは、おまえさんのあるじも不本意なんじゃないか？」

　忠誠心を逆さか手てにとって、こちらの動揺を誘う。口のうまい男だ。

　が、銀砂はあくまでも彼の手を拒こばんだ。

「……今さら親切めいたことを言うのはやめてください。あなたは私のあるじの陣営ではないのですから」

「だが劫の陣営でもない」

「……それも、知っています」

　ため息。

　さしあたり男に敵意がないことと、すぐには立ち去る気がなさそうなのを確認すると、銀砂はつかのま考えこんだ。

　欠けることを知らぬ満月めいた金こん色じきの双そう眸ぼうに、背の高い姿が映る。

「情なさけは結構ですが、同じ冥めい官かんのよしみで、ひとつ質問させてもらえますか？」

「聞くだけは、聞こう」

「あなたは少なくとも『冥界公こう主しゆ』の味方ではあるのでしょう。が、姚朧月という個人にも肩入れしているように見えます。それはなぜですか？」

　初孫のように可か愛わいがっておいでですねと、からかうでもなく真顔で指摘するのが銀砂の性格だ。

　相手が食えない男だということは百も承知だった。

　だから返答はあまり期待していなかったのだが、男は「んー」と焦じらすみたいにつぶやいた後で口を開いた。

「あの子が、消さないで、と言ったからかな」

「……？」

　とっさには意味のわからない答えに当惑する銀砂に、その男は深く複雑な愛情に満ちた微笑ほほえみを浮かべてみせた。
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「さすがにおまえもその神しん髄ずいを知りたくなる頃かと思って、逢あいにきた。それがひとつだ」

　双そう界かいの瞳ひとみの神髄。

　それを教えにきた、幼おさない頃の恩人。

　突とつ如じよとして大きな戸惑いに支配された朧ろう月げつは、螢けい火かに抱き上げられたまま、抗あらがうことも忘れて相手を見つめていた。

（道どう士しさまが……？）

　近い距離にある、穏おだやかだがつかみどころのない新月の瞳。

　貴族めいた典てん雅がな容姿と、城下の酒しゆ楼ろうで老ろう若にやく男なん女によ問わずだれとでも打ち解とけてしまいそうなおおらかな態度。

　そんな本来は食い合わせの悪い要素が、愛あい嬌きようのある表情によって結びついているのが螢火という男だ。

　若いように見えて年齢不ふ詳しような雰ふん囲い気きは、道術を会え得とくして、じょじょに仙せん人にんの領域に近づいているせいなのだと昔教えられたことがある──

「朧月」

　呼びかけに、はっとして振り返る。

　蒼そう刻こくが戸惑いがちに、その傍かたわらに立つ峰ほう桜おうはひどく身み構がまえた様子でこちらを見ていた。

　大丈夫です、となだめるようにうなずいてみせてから、朧月は螢火に向き直った。

「あの……道士さま。これではお話しがしづらいので、下ろしてくださいますか？」

「……仕方ないな」

　朧月の声こわ音ねが硬かたいのにわずかに目をすがめると、螢火は今度は茶化さずに、彼女を地面へと下ろしてくれた。

　ようやくほっと息をつき、朧月は改めて旅の道士を見上げた。

「わたしの異能の神髄、というお話でしたが……。なぜ、道士さまがそれを教えてくださるのですか？」

「聞いて驚け。俺はおそらくおまえが思っているより道士として優秀なんだ」

「…………」

　それは「なぜ教えることが可能なのか」という質問への答えであって、「なぜあなたがわたしに教えてくれるのか」という疑問には答えていない。

　だが螢火のそらとぼけた表情を見るに、そうやって返答をズラしたのは、わざとなのかもしれない。螢火があたりまえのように手を伸ばし彼女の髪かみや頰ほおを撫なでてくるのをほとんど無視し、朧月はいったん攻め手を変えてみた。

「教えてくださるのは、もちろん大助かりですが……突然ですね？」

「そう見えるだろうとは思う。本当はおまえさんに逢う予定はなかったんだが、状況と俺の気分が変わってな」

　俺の気分とやらは、螢火には気まぐれそうな印象があるのでわかる。が。

「状況とは……？」

　探さぐるように、朧月は相手の言葉を繰り返した。螢火が腕うで組ぐみをする。

「俺の都合だ。それよりおまえには、教わりたいという気持ちはあるのかい？」

「……ないとは申しません」

　渡りに船。

　そんな言葉が頭に浮かびはしたものの、ほいほい飛びつくのは怖こわいと思っていたら。

「──螢火とやら」

　黙だまっていられないという様子で、蒼刻が割って入ってきた。螢火はちょっとおもしろそうに彼を見やった。

　青く燃える瞳に宿る光は鋭するどいながらも、蒼刻は抑えて冷静に話したいようだった。

「あんたが朧月に危害を加えるつもりがないのはわかった。が、なにぶん突然すぎるし、無む駄だに惑わすような言い方はやめてくれないか」

「おやおや。信用されたのか、されてないのか」

「…………」

「ま、旧交を温めることができて俺は満足だし、考える時間も必要だろう」

　螢火は飄ひよう々ひようとした笑みで、理解があるようなことを言う。

　その直後──

　彼の新月の夜を思わせる瞳がほんの一瞬だけ、蒼刻の後方にいる峰桜に向けられた。

　そして偶然ではなくはっきりと琥こ珀はく色いろの瞳を捉とらえる。峰桜がわずかに表情を硬くした。

　一瞬の攻防は、しかし当事者である二人以外には気づかれなかった。

　場の空気をほとんど支配していた螢火が、手を振るような芝居がかった仕草とともにこんなふうに言いだして、生者二人の意識を引きつけたせいで。

「今日は頼まれごとのせいでこんな街に来ていたが、俺は最近、皇こう都とは夜や明めい大おお路じの旅籠はたごに泊まっている。覚かく悟ごができたら明日の午後に訪ねておいで、──朧月」

　そこで不意に螢火は身をかがめ、朧月の耳元で何事かをささやいた。

　ぎょっとしたように目をみはった彼女を、揶や揄ゆの色を消した顔つきで見下ろすと、背を伸ばして今度は蒼刻に目を向ける。意味のわからない微苦笑をたたえて。

　そして唐とう突とつに背を向けた。

「えッ。あ、お待ちください……！」

　あっけなく去っていこうとした道士を呼び止めたのは朧月で、一瞬迷まよったがすぐに走って追いかけたのは蒼刻だった。家か廟びようを取り巻く路みちは人通りが多いが、螢火は異質な存在感があるから目につきそうなものなのに、影も形もなくなっていた。

　なんなんだあの男は、と顔をしかめた蒼刻が戻ってくる。

「最後、何か言われたのか？」

　不自然に長い沈黙を置いてしまった後に、朧月はこう言った。

「──……おまえの選択はわかっている、と」

　化ばかされたような心地ここちだったが、この街で一泊してから帰るという余裕のある選せん択たく肢しは潰つぶされたも同然で、その後は言葉少なに街かい道どうを急ぎ、陽ひが落ちきる直前に皇こう宮きゆうに戻った。
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　今宵こよいの碧へき血けつ館かんは、暗くら闇やみに包まれてもなお灯あかりの灯ともされた部屋が多い。

　差し当たり体力のなさすぎる朧ろう月げつは自分の部屋で休ませることにして、蒼そう刻こくは報告のために東とう方ほう朔さくの執しつ務む室しつに向かった。念のために、峰ほう桜おうを同行させて。

　互いに相手とは必要のない会話をしない仲だが、今はさすがに事情が異なる。

「劉りゆう蒼刻」

「なんだ」

「あの螢けい火かという男、どう思う」

　峰桜が吟ぎん味みするように蒼刻の顔を見つめている様子は、答えの内容よりも、質問された彼がどれくらい動揺するか試したがっているかのようだ。

　蒼刻は歩みを止めずに答えた。

「あいつが世話になった相手ということは、あの玄げん静せい心しんがある程度は信用を置いている人間だろうなとは思ってる。だが、渡りに船にも程があるせいで、疑ぎ心しん暗あん鬼きになりやすい。あいつに過保護になってるとは思う」

「思いのほか冷静な判断ができているようだな」

「じゃなきゃ俺はとっくの昔に、兄貴から武人として成長する望みがないと見放されてるか、どこぞの戦いで果ててるだろうよ」

　それでも皮肉が口をついて出やすくなっているのは、螢火との出逢いに二重三重の意味で衝しよう撃げきを受けているということだ。そこは、何も感じていないという噓うそはつけない。
















「峰桜」

「君にその名で呼ばれると違和感がひどいな。なんだ？」

「あんたこそ、冷静な第三者の目で見ていたはずだろう。何か考えたことはあるか」

「……あの男は、来らい煌こう言げんとは別の方向で霊れい力りよくや知識が優すぐれているのだろう？　姚よう朧月とは昔からの知り合いだし、彼女の望む成長のために適切な手ほどきができるという言葉には大いに信じる余地があると推測する」

　冷静な分ぶん析せきだ。自分よりもはるかに実力が上の相手を、淡たん々たんと認めている。

　今まで考えてこなかったが、そういう性格は蒼刻にとって素直に好感の持てるものだ。

「峰桜」

「なんだ」

「俺は朧月の師しとしては、おまえのほうが信用が置ける。今後何があっても、朧月の道術関連の指導をやめるとは言ってくれるなよ」

「──君に釘くぎをさされるまでもない」

　青く燃える瞳でまっすぐに射い抜ぬかれた峰桜は、はっとしたように息を止めた後、挑いどむような顔つきで笑ってみせた。蒼刻とどこか似た、負けず嫌ぎらいの笑い方だった。







　そりが合うとは思えない幽ゆう鬼きとの会話は、だからこそ頭を冷やす作用が大きかったのか。

　護ご花か七しち将しよう軍ぐん筆頭への報告を、蒼刻はいたって冷静に果たすことができた。

「ご苦労」

　今日は余裕があるらしく、東とう方ほう朔さくは茶を勧すすめてくれた。

　茶葉や茶器を集めたり吟ぎん味みしたりするのはこの翁おきなの最大の趣味で、こうしてなにげなく出される一杯でさえ、驚くほど風味が豊かで味が深い。

　花はな茶ちやをいただきながら、蒼刻はさりげなく切り出した。

「なぜ董とう家の家廟を調べさせたのかを、俺は訊きいておくべきですか？」

「知りたいのか」

「……俺だけの問題なら、別に知りたいとは思いませんでした。俺は筆頭や双そう璧へきを信じていますし、信じた相手に納なつ得とくづくで従うのは喜ばしいことです。ただ、本来は国軍に関わりのない人間を巻きこんでいると考えると」

「しかも、おまえとは関わりの深い相手だな」

　姚朧月の存在を、東方朔は厭いや味みではなくどこまでも淡々とそう表現する。

　つかのまの沈黙の後で、彼はこう言った。

「皇帝陛へい下かの一件だがな。[image: 〓]せい教きよう過激派がやらかした、大だい祭さい司しとやらが死んだから終わり、というのはどうにも釈しやく然ぜんとしない。それはおまえも感じたことだと思う。──悪だくみに巻きこまれたのが葉よう家だけとも限らないし、むしろ舞台裏から積極的に協力していた者もいるかもしれない」

「それで董家を？」

　ならば、ほかの名家も痛くもない腹を探られたかもしれないのか。

　そんな推測を、東方朔は否定しなかった。

「わかっているだろうが、他言無用だぞ」

「心得ています」

　双璧や筆頭がはるか頭ず上じようで何かを考えているのはいつものことだ。ならばこちらは彼らの邪魔をしないように立ち回りながら、自分が守りたいもののために戦うほかない。……そんな冷めきった計算をさっそく始めているのが、自分でも結構意外である。立ち聞きをしていた峰桜には「心労が続きそうだな」とうっすら同情めいたことを言われた。

　──そんなこんなで東方朔の執務室を辞した後もまた、いろいろと考えながら廊ろうを歩いていると、はきはきとした声に呼び止められた。

「先輩！」

「雄ゆう飛ひか」

　関かん雄飛。目つきの悪さや右目の一件のせいで遠巻きにされがちな蒼刻を、委い細さい構わず慕したってくる物好きな後輩の武官だ。

「なんだおまえか、みたいな態度が露ろ骨こつっすよ先輩」

「たしかになんだおまえかとは思ったが、わりといい意味でだぞ？　おまえは無害で、考えようによってはホッとしなくもない」

「正直微妙ですけど、まあ褒ほめられたと思っときます」

「おまえ、なんかたくましくなったな」

「そうっすか？」

「少なくとも俺はそう感じた」

「先輩に言ってもらえるのが一番うれしいですよ。まあ、俺が弱くなってちゃ駄目だって意識はあります」

　心臓のあたりに手を置いて、表情を引き締める雄飛。

　凜り々りしいが、同時にやりきれなさをにじませる後輩の瞳に気づき、蒼刻はなんとなく彼の複雑な心境を感じとった。

　葉冬とう泉せんは、彼の友人である。

「冬泉たちの見舞いをしてきたのか？」

「はい。先輩には本当にお世話になりました」

「畏かしこまるなよ。俺は武官として双璧の命を果たしたまでだ」

「それ以上のことをしてくれてるのに、照れ隠しはよしてくださいよ」

「…………」

　こういう邪じや気きのない態度で図星をさされるのが、一番困る。

　積極的にからかってくる白びやつ虎このような態度には怒ることもできるが、ここで雄飛につっかかるのは、いかにも子供じみている。

　先輩としての意地みたいなものも働き、反応に窮きゆうした結果、蒼刻が選んだのは話題を変えるという道だ。

「そういえばおまえ、さっきから何かにおうな。伊だ達て男おとこでも目指すのか」

　雄飛が思いっきり眉まゆをひそめた。

「先輩、そこは『香こうでもつけたのか？』とかもうちょっと台なしにならない訊きき方をしてくれませんかね」

「嫌いやだよ男同士で気持ち悪い」

「これが朧月さんだったら、嬉き々きとして構うんでしょうに」

「あたりまえだろ。そしておまえは朧月じゃない。──で、なんの話をしてたんだったか」

「俺のつけてる香りですよ」

　いろいろとあったので以前よりも蒼刻に親近感を抱いたらしく、小気味よい言葉ばかり投げかけていた雄飛が、そこで急に不自然に口ごもった。

　ぽりぽりと頰ほおをかく。

「ええと、どこから説明したらいいのかな。大前提として俺の夏か燐りんさんは最高に可か愛わいくて美人ってのがあるんですけど」

「やっぱり婚約者がらみだったのか」

　わかりやすい少年である。──ここに白虎がいれば、おぬしに言えた義理かとつっこんでいただろうが、あいにくと蒼刻に自覚はない。

「その様子だと、胡こ夏燐とは順調なのか」

「はい！　先輩たちのおかげです！」

「そこまででかい声で惚気のろけろとは言ってねえぞ」

「すいません。長年蓄ちく積せきした俺の純情は簡単に爆発しやすいんです」

「もう鼻血はやめろよな」

「つまりですね、俺が練ねり香こうなんてものに手を出したのは──」

　盛せい大だいに照れながら、同時に舞い上がりそうなほどうれしげに雄飛が説明したのは、とある習わしについてだった。

　その習わしは、どこかで聞いた覚えがある。蒼刻はちょっと首をひねった。

「それって青せい苑えん州の、結構古い習わしだよな。胡夏燐にはちゃんと通じたのか？」

「説明したら真っ赤な顔になってぶたれましたが、俺にとってはご褒ほう美びです」

「無駄に性せい癖へきを暴ばく露ろされて俺はどうしたらいいんだよ」

　今度はこっちが半はん眼がんになる。

　鍛たん錬れんにも任務にもまじめに取り組み、頼りなさげに見えても土ど壇たん場ばでは度胸があるし、好感度の高い後輩。はっきり言うと、なぜ自分を慕したっているのか理解に苦しむ。

　そんなふうに以前から好意的に評価していたのだが、どうも許嫁いいなずけが絡む話題だと別の一面が見えてくるようだ。

　そのとき。

「……俺のわがままなんすけどね」

　ふいに雄飛が、ひどく大人おとなびたような顔つきになった。

「俺と夏燐さんの婚約って元は親同士の約束でしたから……俺たち自身の意思でも、約束とか誓ちかいをしておきたくて。そうしたらあのきれいでかっこよくて可愛い人が、だれかにとられてしまったらどうしようとか心配するの、やめられるかなって思ったんです」

「って……胡夏燐が、だれかに迫せまられでもしたのか？」

　とっさに蒼刻はそう訊きいていた。

　訊いた後でとんだ無神経な質問だったことに思い至いたったが、衝動的にやらかしてしまったのは、螢けい火かが現れた衝撃が尾を引いているせいだ。

　馬ば鹿かな話だと自己嫌けん悪おして、急いで取り消す。

「悪かった。今のは忘れろ」

「えッ」

「なに驚いてんだよ」

「あ、いや──実は俺って、この手の弱よわ音ねを相談できる相手が、先輩くらいしかいないんですよ。だから、できれば聞いてほしいんですけど」

　そうなのかと蒼刻は意外な思いで後輩を見た後で、ちょっとだけ表情をなごませた。

「いいぜ。でも立ち話ってのも女によ官かんの井戸端会議みたいでなんだし、武官らしく鍛錬場で少しやり合いながら続きを聞こうじゃねえか」

「うわあ。やさしいんだか羅ら刹せつなんだかわかんねえですよ先輩」

「ひと粒つぶで二度おいしいと思え」

「へーい」

　胸のもやもやが完全に晴れたわけではないが、それなりに気持ちを立て直すことができたので、蒼刻は先ほどよりはずいぶんとさっぱりした顔つきで鍛錬場に向かったのだった。
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　これは関かん雄ゆう飛ひとの会話（峰ほう桜おうに言わせれば鬱うつ陶とうしいだけの惚のろ気け合い）で再確認するほどの事実でもなかったが──姚よう朧ろう月げつという娘は、日頃の行動力がほぼ零ぜろに近い反面、不思議な潔いさぎよさや思いきりのよさを見せることがある。

　そしてそれは主おもに、できればやりたくはないが自分が動かなければ状況が余計に悪化するだけだと、あきらめとともに認めた時だ。

　自室に戻ってきた蒼そう刻こくを出迎えると、さっきとは別人のように腹をくくった表情で彼女は切り出した。

「……わたしは、螢けい火かさまの提案を受けてみたいと思います」

「そう言うと思った」

　うなずく。

「明日の昼とか指定してたな。なら俺も──」

「──あの……蒼刻さんは、こちらで待っていていただけませんか？」

　蒼刻は目を剝むいた。が、朧月がつらそうな表情をしているので、今さら何を言いだすんだという憤ふん慨がいがどこかに吹き飛ぶ。

　気詰まりな沈黙の後で、彼女は言った。

「申し訳ありません。実は、隠しごとをしておりました。道士さまは最後にわたしの耳元でささやいたときに、わたしを開花させるために連れて行きたい場所のことも口にしていたのです」

「……どこだ？」

「皇都のそばです。以前に花か魄はくが現れて、蒼刻さんと鎮しずめた、花に満ちた野原……」

　あっ、と声にならない声が、蒼刻の喉のどをふさいだ。そして同時に、彼女が言うのを渋しぶっていた理わ由けを理解する。

　魏ぎ迅じん。

　忘れるはずのない名と、生前の闊かつ達たつな表情がよぎる。

　蒼刻が二度彼を喪うしなうことになり、その魂こん魄ぱくが冥めい府ふに降りるのを見送った場所だった。
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　記憶を取り戻す以前から、運命や宿命という言葉の響ひびきがあまり好きになれなかった。

　ゆえに白びやつ虎こは、年下の青年武官との出で逢あいを「奇き縁えん」と呼んでいた。
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　あれは白虎の身体からだを得てから一年ほど経たった、夏の終わりのこと。

　暑くも寒くもない昼の陽ひ射ざしは心地ここちよく、特に用事もなかった白虎は、大きな口を目いっぱいに開けてあくびをしていた。

　牙きばの生はえ揃そろった顔、四つ足で駆かける肉体、人よりもはるかにかさばる図ずう体たい。

　白虎として目覚めた当初は、なぜ自分は人間ではなくなっているのかと大いに戸惑ったものだが、うろたえたところで状況が変わるわけではないと早々に悟さとってから、彼は己おのれの肉体を積極的に活いかす方向に切り替えていた。

　とりあえず人間の言葉を使って話せたのは、大きな救いであったと思う。

　それに前向きに考えれば、尺しやく取とり虫むしなどに比べたら、美しくたくましい白虎の肉体を得たのは幸運すぎるほどの幸運なのだ。

　手持ちぶさたに毛並みを手入れしながら、とりとめのない思考に浸ひたる。

（狐きつねや兎うさぎだったとしても、とうの昔により強い獣けものに食い殺されるか、人間に狩かられて鍋なべにでもなっていたであろうしなあ）

　その点、白虎はお得だ。なにしろ目が合っただけで相手のほうが逃げてくれる。

　人間だった頃の記憶はほとんど戻っていないが、唯一、自分がおそらく死んだはずだという認識はある。

（なぜ死にぞこなってこうなったのかは謎なぞだが──……ん？）

　まるい耳がぴくんと反応する。

　毛並みの手入れは中断し、半なかば閉ざしていたまぶたをしっかり開けた。

（耳慣れぬ足音じゃな）

　上等なじゅうたんの上に香こう箱ばこ座りしていたのから、むくりと起き上がる。

　聴ちよう覚かくは人間だった頃、つまり生前よりもはるかに鋭するどいのだ。

（あまり見ない顔──もとい、聞かぬ足音だな）

　ここは紅こう梅ばい宮きゆう。

　皇こう宮きゆうのあちこちに設もうけられた、皇族が住まうための優美で歴史ある離宮のひとつだ。

　現在の主人は、現皇こう帝ていの義理の娘だが、公こう主しゆの地位を与えられている史し湘しよう雲うん。ほかの住人は、女によ官かんをはじめとして女性ばかりだ。身辺警護のための武官以外は男子禁制、という約束が暗あん黙もくのうちに守られている。

　──そんな特異な環境なので、今の足音はかなり白虎の関心を引いた。男の、しかも規則正しい歩みなのだ。

（よもや、女官のだれかの恋人だったりはすまいな）

　暇ひまなせいで、よからぬ興味が湧わいてくる。

　白虎は部屋を出た。

　ここの扉とびらは手を使わなくても、頭で押せば開くようになっている。白虎のために、気のいい公主殿でん下かがそうしつらえてくれたのだ。

（ま、この白虎よりも男前、ということはあるまいが……）

　冗じよう談だん半分にそんなことを考えながら、足音のした方角に向かうと、居い心地ごこちの悪そうな声が聞こえた。

「おい、だれかいないのか？　ちょっと届け物を──」

　予想に違たがわぬ男の声。

　どれどれ、と曲がり角から顔を出した刹せつ那な。

「！」

　白虎の薄青い瞳ひとみが、驚きで最大限に見開かれた。

　その鼻先を、研とがれた刀の切っ先が、残像を生むほどの速さで薙ないでいったのだ。

　恐怖を感じる間もなかった。

　──はらり

　細い糸のようなものが、丁寧に敷き詰められたじゅうたんの上に落ちた。

　髭ひげだ。いつも自分の顔の横にピンと広がっているものだと気づき、白虎はゆっくりと瞬まばたきを繰り返した。

「あ」

　と、これは相手の声。

　条件反射で抜ばつ刀とうしてしまったらしく、声の主ぬしが気まずげにこちらを見ている。

（やはり武官だったか）

　自分の被害をよそに、白虎は納なつ得とくしながら声の主を振り仰あおいだ。

　軽く編あまれた銀色の髪かみ。

　青く燃える双そう眸ぼうが、鋭するどくて近寄りがたい印象を与える。

　上うわ背ぜいはそれなりにあり武官のお仕着せがよく似合うが、二は十た歳ちにはなっていないだろうと白虎は推測した。とはいえ他人に対して刀を振るう動作が無理なく身体からだになじんでいるのを見るに、すでに何度も実戦を経験しているのだろう。

　矜きよう持じの高そうな面つら構がまえだが──

「すまん。髭、大丈夫か？」

　腰帯の鞘さやに刀を戻すや、すぐに謝あやまる態度は、思いのほか素直なものだった。

　好感の持てる雰ふん囲い気きだ。自然と白虎の声こわ色いろもやわらぐ。

「うむ。問題ない」

「でも、髭で距離感とか測るんだろ。元通りになるにはどれくらいかかる？」

「半月もかからんさ。野山の中ならいざ知らず、ここでの暮らしに支し障しようはないから、そう気に病やんでくれるな。おぬしもわざと儂わしのひげを狙ねらい撃うちにしたわけではあるまい？」

「あたりまえだ。急にデカブツの気配がして、驚いただけだ」

「でかぶつとな」

　口を開き、拗すねた表情をすると、とたんに子供じみて見える青年だなと思う。

「して、何用かな？　先ほどは届け物がどうのと言っていたが」

「ああ」

　青年はうなずき、敵てき襲しゆうを警けい戒かいする狼おおかみじみた緊張感を放ちながら、あたりを見回した。

　折おり悪あしく廊ろうにはだれも出ていないのを確認すると、彼はこちらに視線を戻した。

「あんたは公主殿下の、だよな」

「む？」

「太たい子し殿下に手紙を託たくされてきたんだ。公主殿下に届けてくれ」

「おいおい」

　──そういう用件なら少し待っていてくれれば儂が人を呼ぶし、なんなら使いの礼に茶でも喫きつしていけばいいだろう。

　などと白虎から提案してやる前に、青年武官は懐ふところから取り出した手紙をこちらの頭の上に置くと、回れ右をして帰ってしまった。逃げるようにとまでは言わないが、自分はここにふさわしくないとでも思っているかのような態度だ。

　つかのま、あっけにとられて立ち尽つくす。

「変わっておるのう」

　切られた髭の先に肉球でふれながら、首をひねる。

　以前やってきた来らい煌こう言げんという将軍は、困り顔の部下が迎えに来るまで、美人ぞろいの女官を口く説どいて回っていたのに。……いや、まあ、それもどうかとは思ったが。
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　めぐりめぐってこの離宮にたどりつき、好こう奇き心しん旺おう盛せいな史し湘しよう雲うんがあるじになってくれたのは本当に幸運だったと、白虎は常つね日ひ頃ごろから実感している。運が悪ければ死ぬまで見世物にされていたか、殺されて毛皮を剝はがれていたかもしれないのだ。

　仕方なく手紙を頭に載せたまま、公主殿下の執しつ筆ぴつ専用の部屋を訪れると、出てきた女官と入れ違いになった。

「あら、いらっしゃい」

　落ち着いた声が、虎とら特有のまるい耳を穏おだやかにくすぐってくれる。

　女性らしいが、かん高いわけではなく、春の小川の水のように心地よくしみ入る声だ。

「お昼寝はもういいの？」

「公主殿下こそ、執筆を中断してもよろしいのかな？」

「大丈夫。ちょうど休きゆう憩けいをとるところだったから、話し相手になっていただける──……あら、それはどうしたの」

　話し相手の神しん獣じゆうが、頭に手紙を載せた面めん妖ような様子だというのに気づくと、湘雲は灰はい色いろの瞳でぱちくりと瞬きをした。

　使われている紙などで、封を切る前から彼女は手紙の送り主を察さつしたようだ。

　義ぎ弟ていである太子・天てん祥しようは、彼女とは非常に打ち解とけた仲なのだ。

「天祥からね。届けてくれたのはどなた？」

「銀髪碧へき眼がんの武官だ」

　湘雲は、ああとうなずいた。

「目つきが悪くて、天祥と同じ年頃の？」

「左様。名前は聞きそこねてしまったが」

「そういえば、張ちようさんが彼と逢うのは初めてだったかしら」

　──張さん。

　それが、今の白虎の呼び名だ。

　野山を彷徨さまよい、獣たちを友にしていた頃とは違い、人の世では名が必要となる。

　姓せいしか思い出せないが、ほかの名をつけられるのもピンとこないので、そんなふうに呼んでくれと自分から提案したのだった。

　神獣らしい威い風ふうには欠けるが、親しみやすさを与えるのには成功したようで、今では皇宮に広まっているらしい。おそらく先ほどの青年武官も、自分のこの風ふう貌ぼうと呼び名くらいは小耳に挟んでいたのだろう。

　顎あごのあたりのやわらかい毛をさわさわと撫なでられながら、白虎は話を続けた。

「初対面だ。なかなかに印象的な若者であった」

「でしょうね」

　細い指に耳の後ろを撫ぜられるとうっとりとしてしまうのは、決して自分が女好きだからではなく、猫科の獣の宿命である。いや、本当に。

　湘雲はくすりと笑うと、呼びつけた女官に茶の支し度たくを頼んでから、問題の武官についての説明を再開した。

「彼の名は劉りゆう蒼そう刻こく。わたしの弟と同じ、十六歳よ」

「ほう。三大家の一角、劉家の御おん曹ぞう司しであったか」

　鋭い印象のわりには野や蛮ばんさがなかったことと、太子殿下からの手紙を預けられることの両方に納得する。

「国軍に籍を置いているということは、嫡ちやく男なんではないのかな」

「劉家の現当主の次じ子しね。嫡男である長ちよう子しのほうが……なんというか規格外だから、彼が家を継ぐ可能性も零ぜろではないけれど」

「ほほう」

「その長子に比べると、劉武官は常識的でいい人よ。あの天祥にもよく付き合ってくれているの。ただ、極端に愛あい想そがないのが玉に瑕きずかもしれないわね……ここの女官でも彼を苦手にしている人が多いし、国軍でも──」

　そこで言葉を切り、湘雲は短いため息をつく。

　義弟の友人に対して信頼と好感を抱いだいているが、それだけにもどかしい、とでも言いたげだ。

（国軍でも、人を寄せつけていないのか）

　本人と接した後なので、たやすく想像できてしまう。

（しかし太子殿下には気に入られているし、公主殿下のおぼえもめでたい……と）

　なかなかに興味深い。白虎は肩をすくめた。

「儂のように獰どう猛もうな見た目でも愛あい嬌きようさえあればなんとでもなるのに、もったいないですな」

「あなたのもふもふと美声と口のうまさを劉武官が真ま似ねするのは、ちょっと難しいと思うけれど」

　くすりと笑った湘雲に合わせて、白虎も己の顔を強しいて笑えみの形に近づける。

　人間とは何もかもが違う虎の身だと、表情を作るのが難しく、この点はまだ毎日の修練が欠かせなかった。

　神獣だと誤解されてしまっているのは困りものだが、親しげに笑いかけてくれる人々に囲まれて悪い気はしない。劉蒼刻は違うのだろうか、と想像をめぐらせる。

「ときに公主殿下」

「何かしら？」

「劉家の長子とは、なんぞ因いん縁ねんでもおありだったのですかな？」

「……あなたは鋭いわね」

　湘雲は苦笑いになった。

「実は以前に一度、わたしの女じよ婿せいの候補に挙がった人なの。歳としが近くて、三大家の生まれというだけで。──でもこちらからお断りする前に、彼が家出してしまって。今も諸国を放ほう浪ろう中という話よ」

「劉家の長子にしては自由奔ほん放ぽうじゃのう」

　白虎は碧眼をぱちくりさせた。

　蒼刻はどちらかといえばまじめそうだから、そんな兄では気苦労が絶たえないのではないかと妙に心配にもなる。

「劉武官はまだ護ご国こく学院を出たばかりだけれど、いずれ護ご花か七しち将しよう軍ぐんの座に据すえられるだろうと言われているわ」

「たしかに腕うでは立つようでした」

　一瞬、立つようでした「が」と続けそうになったのを、彼は寸前で言い換えていた。

　──腕は立っても、周囲の人間や部下とうまくやれないのは心配だ　と。

　ふむ、と顎をさする。

　どうやら自分でも意外なほど、劉蒼刻の存在や、どこか不器用な感じが印象に残っているようだ。

（今度はこちらから逢いに行ってみようか）

　どのみち自分に、湘雲公主の執筆の手伝いや話し相手をする以外、役目と呼べるものはないのだ。若者にいらぬおせっかいを焼くのも、また一いつ興きよう。

　一度死んで虎にならなければ出逢えなかった人々との縁えんをいとおしむのは、彼にとっては昼寝よりも好きなことだった。
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　二度目の出会いは紅こう梅ばい宮きゆうではなく、劉りゆう蒼そう刻こくの陣地──鋼こう鉄てつ宮きゆうでのことだ。

　もちろん、白虎のほうから出向いたのだ。

　鋼鉄宮には鍛たん錬れん用の広場がいくつかあったが、そちらにはいないので、すれ違う武官に声をかけて情報を集めながら捜さがした。

　──『劉家の若君ですか……いえ、俺はちっとも話したことがなくて』

　──『強いのは強いんですけど、何を考えてるのか、あんまり……』

　──『俺、この間廊でぶつかったら無言でにらまれて、死ぬかと思いました』

　などなど。

（口くち下べ手たで致ち命めい的てきに損しておるな）

　予想どおりにも程がある結果に、さすがの白虎も笑っていいものか微妙になる。

　結局たどりついたのは、人ひと気けもなく寂さびれた中庭だった。

　白い石を組み合わせた簡素な四あず阿まやや人工の川など、見苦しくない程度には整えられているのだが、なにぶん黎れい洞どう館かんと碧へき血けつ館かんの間という場所のせいで昼でも明るくない。修練の場からも遠いので穴場のようだ。

　劉蒼刻は、四阿で昼の休息をとっているようだった。

　こちらの気配にはとっくに気づいていたが、わざわざ自分を訪ねてきたとは思わなかったのだろう。近づいてくる白虎を見た蒼刻の顔には、困惑がありありと浮かんでいた。

「あんたか」

「おう、儂じゃ。二度目だな」

「神獣どのも散歩か？」

　白虎はやや面食らった。この青年に敬けい称しようをつけて呼ばれるのは、なんだか意外だった。

「たしかに神獣だと言われているが、儂としては『張ちようさん』と呼ばれたほうが気は楽だな」

「張さん？」

　しっくりこない、というように蒼刻は渋しぶい顔をする。

「神獣なら、張虎こ老ろうとでも呼ばれたほうがいいんじゃないのか」

「かっこいいな。だが、ちと堅かた苦くるしかろう」

「公主殿下に仕える神獣を相手に、堅苦しくなるなってほうが無茶だぞ普通」

「そのわりには儂の頭に手紙を置いていったりと、扱いがぞんざいだったではないか」

「……あれは、まあ」

　痛いところを突かれた、というように口ごもる。

　白虎は笑った。

「ま、儂も畏かしこまられるのはあまり好みではないゆえ、気にするな」

　四阿の片隅に座っていた蒼刻と、少しの距離を置いた場所に、膝ひざと肘ひじを折りたたんで腹ばいになる。

　あいさつだけでなく長居をする気らしいと察した蒼刻が、戸惑いがちに口を開いた。

「俺に、何か用か？」

「改まって質問されると困るな。これを機に仲よくしてくれ、と言ってもおぬしが引かないのならば、そう言ってしまうが」

「別に、引きはしないぞ。物好きだとは思うが」

「物好きのほうが、人生を愉たのしむ余地が大きいぞ。──して、おぬしのことは蒼刻と呼べばいいのかな」

　憮ぶ然ぜんとしてしまった青年の名を呼べば、彼ははっとしたように瞬き、それから怪け訝げんそうにこちらを凝ぎよう視しした。

「俺、あんたに名乗ったっけ」

「残念ながら。だが公主殿下に教えていただいた」

「そうか。──じゃ、改めて名乗っとくが、俺は劉蒼刻。適当に呼んでくれ」

「心得た」

　無愛想だが人付き合いを徹底的に拒絶しているわけではなく、懐にもぐりこめば素直に受け容いれてしまえる性質か。

　これはたしかに、公主殿下がもったいないと思うのもうなずける。

「ときに。おぬしの新しいけがの原因は、喧けん嘩かか？」

「────」

　さりげなく指摘すれば、蒼刻は反射的にか、口端の傷と頰ほおの痣あざを隠そうとする。

　しまった、という表情。次ついで、身み構がまえる。

「なんで喧嘩だと思うんだ」

「真っ当な修練で、そのようなけがをするとは思えんからな。それにおぬしほどの腕前と、一対一で互角以上にやり合える者は、同年代にはそうはおらぬだろう。かといって上官が暴力で部下を支配するやり方は、今の国軍では歓迎されていない。違うか？」

「…………」

「三大家の御曹司に喧嘩を売るとは、相手もなかなかの度ど胸きようじゃな」

　蒼刻が、渋々口を開いた。

「あっちも三大家の御曹司の取り巻きだから、虎の威いを借る狐きつねってやつだな」

「なんと。三大家同士の抗争か」

「そこまで大げさじゃないし、曹そう朱しゆう義ぎ──あいつらが支持してる曹家の御曹司は、取り巻きが俺に喧嘩売ってることとか知らないと思う」

「周囲が勝手な暴走をして、おぬしを毛け嫌ぎらいしているのか」

「だな。俺もいつもは無視してるんだが、今日はちょっと、うちの兄貴が皇宮剣術指し南なん役を辞退したのは実は弱いからじゃないのか、とか言いだす馬ば鹿かがいたからな。兄貴に無理やり弟で子しにさせられた俺の拳こぶしでもこの威い力りよくだぞ劉家なめんじゃねえって、思わず見せつけちまった」

「……豪ごう気きだのう」

　聞けば蒼刻は、兄から戦い方の基き礎そを叩たたきこまれたのだという。

「おぬしの兄あに者じやが弱いとなれば、おぬしはもっと弱いと言われたも同然で、腹が立つのはよくわかるが」

　やれ鬼き畜ちく兄貴だ非道兄貴だのと説明していたが、やはり家族は大事なのだな、とは言わずにおいた。言った場合の反応が予想できすぎる。

「ということは相手は複数か」

「十人弱だな」

「それでも勝ったのか」

「あったりまえだ。負けてたまるか、あんな卑ひ怯きよう者もの連中に」

「負けるが勝ち、という言葉もあるのだが──ま、無茶な提案はするまい」

　やられたフリをして相手を満足させる、なんて器用な芸当が、この真っ正直な青年武官にできるとは思えない。

「しかしなにゆえに医い生せいに看みてもらわんのだ？」

「あんた、うちの医生がどんだけ変態か知らないな？　この程度のけがで行ったら、大喜びで新しい薬の実験台にさせられるだけで、逆に厄やつ介かいなんだよ。あんたも観察だの解かい剖ぼうだのされたくなかったら、さっさと紅梅宮に戻ったほうがいいぞ」

「ほう、やはりおぬしはいい子じゃのう」

「なに？」

「虎なんぞを、まじめに心配してくれるとはな」

「……何言ってんだ、おっさん。寝ぼけてんのか」

「おっさんではなく、張さんと呼んでくれんかのう」

　しばらく押し黙った後で、蒼刻は難しい顔つきで口を開いた。

「張さん」

「うむ」

「姓は『張』で、名はないのか」

「ない、と思ってくれて構わん」

　正確に言えば「記憶に」ないのだ。

　生と死のはざまかと思おぼしき深い闇の底を長らくただよい、気がついたときには、四つ足でたたずむ白虎の姿になっていたのだ。

　記憶の底をまさぐっても、自分がかつては人間であったことと、命を落としたこと──そして「張」という姓を名乗っていたことしか思い出せなかった。

　何が死因だったのかすら覚えていない有あり様さまだが、病死ではないような気がしている。

　不ふ慮りよの事故か。

　どこかの戦場で果てたのかもしれない。

　──あるいは、だれかに恨うらまれて殺された可能性もある。

「張さん」

　確かめるような響きの声で、白虎は答えの出ない思考をとりやめにした。

　蒼刻がこちらを見ている。

「あんた、まだ紅梅宮に戻らなくていいのか？」

「別に急ぎの仕事があるわけでもないからな。ここでひと休みさせてもらおう」

「なんでここなんだよ……」

「ここにおれば、まじめなだれかさんが儂を放っておけないじゃろう」

　蒼刻はなんとも言えない表情になった。

「あんたそういうところ、ちょっと迅じんに似てるな」

「何者だそれは」

「魏ぎ迅。なんでか俺にやたら喰くってかかってくる馬鹿だ」

「ほう。友達がおるのに、なにゆえに一人でこんなところにいるのじゃ」

　喧嘩友達のようだが。

　蒼刻は半はん眼がんになった。

「阿あ呆ほ言うな、お友達なんかじゃねえよ。四し六ろく時じ中ちゆう、手合わせをしろって追っかけ回されてるだけだ」

「仲直りができぬ二人は喧嘩もしない、という言葉があるぞ」

「仲直りなんて気色悪い真似は一度もしてない」

「ふ」

　笑おうと意識して顔に力を入れないと、うまく笑顔らしい表情にならないことが大半なのだが、このときばかりは自然と笑みがこぼれていた。

　むしろ数秒間、笑ったことを隠すための苦労をしてしまったほどである。

　ごまかすようにかぶりをゆっくりと振って、仕切り直した。

「ま、儂は二人目でもいっこうに構わんのでな。今後ともよろしく頼むぞ」

「あのな……迅は別に一人目じゃねえぞ」

「ははは。わかったわかった」

「わかってねえだろ絶対」

　わざと刺とげ々とげしい言い方をしても白虎には柳やなぎに風だとわかったのか、蒼刻はやがてこんなふうに切り出した。

「そういうことなら張さん、一刻ばかり使えるか？」

「構わんが、どうした」

「来らい将軍から遠えん征せいのみやげに茶葉をもらってたのを思い出した。せっかく来たんだし、俺の部屋でよければ茶でも飲んでいけよ」

「ほほう」

　白虎は意識して、眉まゆびさしをくいっと持ち上げる。

「やはり、おぬしはいい子じゃのう」

　もう一度しみじみと繰り返すと、新たな友人はおおいに嫌いやそうな顔をして「子供扱いはやめろ」とぼやいた。




　いずれは「一人目」の魏迅とも、膝をまじえて長く話したいと思っていたのだが──

　他愛たわいない白虎の希望が叶かなう前に、彼が戦場で果てたという報しらせが届いた。
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　冬の訪れが近いことを、早朝と夜のしんとした静かな空気や、肉球から伝わる床ゆかの冷たさで痛感させられていたある日のことだった。

　劉りゆう蒼そう刻こくがようやく戦場から戻ってきたというので、公主殿下の許しを得た白虎が碧へき血けつ館かんに向かうと、疲れた顔つきの来らい煌こう言げんと鉢はち合あわせした。ふらついて今にも倒れそうな青白い顔色で、付き添って歩く副官が渋い表情をしている。

　煌言は力なく笑った。何ひとつ楽しくもないのに浮かべる笑みは、弱々しい。

「……あー。張ちようさん、蒼刻くんのお見舞いに来たの？」

「そのつもりだが、おぬしが逢ってはいけないと言うのなら、従うつもりだ」

　白虎は声を落とした。

　友人を亡なくしただけでなく、敵から呪じゆ詛そまで受け、来煌言の夜を徹てつした治ち癒ゆで命をつないだと聞いている。公主殿下の話し相手という、この国でも情報が手に入りやすい環境がこれほどありがたいと思ったことはない。

　煌言は首を横に振った。無力そうに言う。

「ううん。むしろ張さんみたいな人がついててあげたほうが、いいかもしれない」

「そうか」

　交かわす言葉は最小限だったが、互いの心情はわかりすぎるほどにわかっていた。

　蒼刻の部屋まで行けば、予想に反して、すんなりと部屋に通してもらえた。

　だが養生のために戦せん袍ぽうではなく身軽な平へい服ふくをまとい、呪詛の治癒をしたばかりの右目を包帯でおおった蒼刻は、同じ名前をした別人のようだった。落ち着いているように見えるのが、なおのことタチが悪い。

　彼が長なが椅い子すに腰を下ろしたので、白虎もその近くにたたずんだ。

「蒼刻」

「なんだ」

「話したいことがあれば、儂はここにいるぞ」

「…………」

　あいかわらず、蒼刻は無表情だ。

　だがその心はまだ血けつ風ぷう吹きすさぶ戦場に取り残されていて、朋ほう友ゆうを襲おそった理り不ふ尽じんな宿命になぜだと叫びつづけているのだと白虎にはわかった。ただの戦死ではなく、骸むくろすら見つからなかったことが、おそらく彼の心を余計に抉えぐっている。

「張さん」

　遠くを見る目をしていた蒼刻は、長い静けさの後で口を開いた。

　白虎は「ここにいる」とだけ告げる。

「さっきまで、護ご国こく学院で、もう八十を超えた退役武官の爺じいさんの師しが言ってたことを思い出してた」

「なんと言っていた？」

「目覚めるのが嫌で眠れない夜があった。聞いたときはぴんとこなかったが──今なら、よくわかる」

　握にぎり締めた拳を額ひたいに押しつけて、唇くちびるを嚙かむ。

　細く長い息を吐いた後で、蒼刻はつっけんどんな口く調ちようで言った。

「あんたは何しに来たんだ。ちゃんと寝て普通の生活に戻れって説教か、説得か」

　ほかの者や医生からは、そのように言われているのか。

　白虎はゆるやかに頭を横に振った。

「その手の説教や説得は、儂の領分ではないな。儂は友人に、体温つきの毛皮を差し入れにきただけじゃ」

「…………は？」

「身体を温めよ。おぬしも武官なら、その重要性はわかるであろう」

　──身体を温めないうちに無理な鍛錬や戦いをすれば、却かえって自分を壊してしまう。

　それは基本だ。

　もちろん蒼刻ほどの遣つかい手にもなれば、急に襲撃されても返り討ちにできるだろう。

　しかしさすがに今の彼は、守る側ではなく守られる側にいるべきだと思う。

　若い友人の意地っ張りな性質は知っていたから、こちらから長椅子の隣にすべりこんでみせれば、蒼刻は渋い顔をしつつも拒絶はしなかった。

　長らく迷うように視線を泳がせた後で、ようやく白虎の毛並みに額をぶつけてくる。

「ん。悪くないな」

「そうであろう。紅梅宮の女官どのが櫛くしを入れてくれるのでな」

「……下手な姫君よりもちやほやされてんな、あんた」

「だが、活かす機会はそう多くない。今日はおぬしに特別に貸してやろう」

「仕方ないから借りてやる」

「よしよし」

「あやすな。それは求めてない」

　つれなく言って、蒼刻は息をつくと、ようやく白虎の毛並みに身体ごと預けた。

　やがて聞こえてきたかすかな寝息に、白虎が安あん堵どと無力感を同時に嚙みしめたことをおそらく劉蒼刻は知らない。

　──そんな闇に吞のまれたような日々のうちに十七歳の誕生日を迎えていたのだと後から教えられて、なんてことだと白虎が頭を抱かかえるのは、また別の話である。






















　添い寝の真似ごとをしてやる夜は三日ほど続いたが、逆に言うと、蒼刻が目に見えて弱っていたのはその短い時間だけだった。

　彼は気力が回復すると、無ぶ様ざまをさらしたくないという意識が強く働いてしまう性格なので、「もう大丈夫だ」と意地を張られた。強くあろうとするのは好ましいが、困ったものだとも思う。

　四日目に蒼刻の部屋を訪ねて行くと、彼は戦袍を着て出かける準備をしていた。

　虹こう彩さいの色が変わってしまった右目には、間に合わせなのか黒い布の眼がん帯たいをつけている。

　白虎はたちはだかるみたいに、扉の前で問いかけてしまった。

「こんな夜よ更ふけにどこに行く？」

「鋼こう鉄てつ宮きゆうだ。双そう璧へきに呼ばれてる。最近は会議続きで多忙だったらしいから、俺の顔を久しぶりに見ておきたいらしい」

「……それだけか」

　いらぬ心配だったかと、白虎はひそかに胸を撫で下ろす。

　しかしずっと神経を張り詰めていた蒼刻には、毛皮付きの友人が何を考えたのかがわかってしまったらしい。

　彼はひどく心外そうに眉をひそめた。

「あんた、俺が仇かたき討うちに走るとでも思ってたのか？」

「その気持ちが髪の毛ひと筋ほどもない、とはおぬしも断言できぬだろう？」

「……嫌な訊き方をするなよ」

　憮然とした青年武官を前に、白虎は「すまんな」と素直に頭を下げた。

「今のおぬしに一人でどこかに行ってほしくない、というのは儂の弱さの顕あらわれだ。あまり気を悪くしないでくれると助かる」

「なかなかズルい言い方だな。女たらしなだけはある」

「たらしてはおらぬよ。だれとでも仲よくしておるだけじゃ」

「物は言いようってか」

　蒼刻の肩が、ごく小さく揺ゆれる。

　笑った、というには微細すぎる反応だが、生ける屍しかばねに近かった三日間よりはずっと生気がある。

「仇は討てたら言うことはない。けど」

　刀の柄つかを握る手に、無意識にぐっと力がこもる。

「そのために俺が武官としての本分を忘れて自じ滅めつでもしたら、逆にあいつに会わせる顔がない。それがわかるくらいには……俺はまだ、冷静だ」

「……うむ」

　自分自身に言い聞かせるような声こわ音ねだ。白虎は友人の肩に、頼もしさと痛々しい気負いの両方を見る。

　と、蒼刻が心外そうに振り返った。

「って言ってるのになんでついてくるんだよ」

「おぬし知らんのか？　もふもふにふれておると心が落ち着くそうじゃ。儂は毛並みには自信があるから、しばらくおぬしの薬になってやろう」

「……暇人か？」

「居い候そうろうのようなものだからのう。ま、仮に忙しかったとしても、今はおぬしのそばにいたいと思う」

　蒼刻はなんとも言えない表情になった。

「頼んでないぞ」

「神獣になつかれたのだから、ありがたく霊れい験げんとでも受けとっておけ」

「あったのか霊験」

「さてな」

「神獣のくせになんでそういうところで大ざっぱなんだよ」

　自分がとぼけた物言いをすれば、蒼刻は淡あわい苦笑を顔に浮かべるのだと理解してから、どこか適当なことを口にするのが趣味になりつつある白虎だった。
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　じょじょに息を吹き返した劉りゆう蒼そう刻こくが、その噂うわさを聞きつけてきたのは、冬の訪れに皇宮を彩いろどる花の色がくすみだした頃のことだ。

　百ひやつ花か神しん仙せんの祝福によって冬でも花が絶えない神しん華か国であるが、さすがに真冬でも咲き誇ほこるものは種類が少ない。花師による品種改良や丹念な世話でも、色とりどりの花を維持するには優秀な温室が必要である。

　それはさておき──

「世の中には俺より変な娘がいるらしいぞ」

「おお。おぬしが女によ人にんの話題を持ってくるとはな」

　白虎は、香箱座りを崩しそうなくらいには話に食いついた。

　さすがに吹きさらしの四阿あずまやで落ち合うには厳しい寒さとなったので、蒼刻と逢うのは彼の部屋ということが多くなった。室内なら温かい茶も飲める。

　茶飲み友達というと爺じじむさいが、今の状態はそれに近いのうなどと思っている白虎に、蒼刻は話を続けた。

「ほほう。天然公主とな？」

「腑ふ抜ぬけたあだ名だよな。どんだけ守られて育ったら、そんなふわっふわした生きものが生まれるんだか」

　──実際の「天然公主」がたしかにボケてはいるが変な意味で強い娘だということは、このときの蒼刻たちには知る由よしもなかった。

　白虎はぬるくなるまで冷ました茶をすすった。

「黒こく烏う州刺し史しの妹姫、とな。おぬしの見合いの相手としては意外だのう」

「だれが見合いの相手だと言った」

「違うのか。おぬしはそうでもないと女人の噂話などしないかと思っていた」

「そこまでじゃねえよ」

　ようやく顔になじんだという鍔つば型がたの眼帯に、無意識らしき仕草でふれながら、蒼刻はそんなふうに言う。

「なんでもその天然公主とやらは、幽鬼が見えるらしい」

「ほう……」

　さすがの白虎も、茶化す言葉が出なくなった。

　めずらしく女人の話題を持ってきたのを小気味よく思っていたら、蒼刻にとって重たい問題に関係していたのだ。不意打ちにも程がある。

　──『死者の声が聴こえる、みたいだ』

　と。

　朋友を喪うしなった衝撃が癒いえるか癒えないか、という頃に、蒼刻が皮肉っぽく言おうとしてしくじったような痛ましい報告をしてきたのは、まだ記憶に新しい。

　右目に呪じゆ詛そを受けた後こう遺い症しようで、虹彩の色が漆しつ黒こくに変わってしまってから、左右の色が違うことで人に驚かれないように彼は眼帯を使用するようになった。

　周囲に遠巻きにされるのは、以前よりもひどくなった気がする。

　関かん雄ゆう飛ひという蒼刻を慕したう稀き少しような武官もいるのだが、その雄飛もまだ十五歳で、どう接していいものか考えあぐねている様子なのだ。

　ふむ、と髭をもてあそびながら白虎は言った。

「黒烏州とは西方、絲し路ろへの入り口を有する州であろう。おもしろそうだし、婿むこ入いりでも志願してはどうだ」

「はあ？」

「儂も付き添ってやるぞ」

「……阿呆か。人相の悪い武官に加えて虎まで一緒になって行ったら、間違いなくその天然公主とやらに警戒されて追い返されるぞ」

「そこはあだ名にもなった『天然』で受け流してくれんかのう」

「まだ十五歳の娘が、そんなに器うつわがでかかったら驚きだ」

「ははは」

「笑うところなのか、ここって」

「ま、それは冗談として。おぬしは素材は悪くないのにもったいないとは思うぞ。眼帯の件はともかくとして、もう少しやわらかくなれんかのう」

　たちまち蒼刻がしかめ面つらになる。

「愛想よくすんのは苦手なんだよ。うちの弟はそういうの得意だけど」

「無理して笑うことはない。おぬしは自然体が一番よい」

　白虎はとりなした。

　普段は大人びて見えるせいか、たまに年相応に見えると放っておけなくなるのだが、それを計算でできる青年ではない。

（年上……いやこの際、歳も男女も構わんが）

　抜き身の刃やいばのような少年だからこそ、鞘のような存在がいればと思う。

　蒼刻よりもずっと弱くてもいい。おそらく、弱いほうがいい。明るすぎず、きれいごとを言いすぎて追い詰めることもなく、その上で、蒼刻が苦手とするしたたかさがあればよいかもしれない。

　色気も素っ気もない青年武官だからこそ、寄り添う相手を想像する遊びは、白虎の心をなごませた。当の蒼刻には「なににやにやしてんだよ」と嫌そうな顔をされてしまったが。







　その後に「天然公主」の実物と出逢うはめになった蒼刻が、なごむとは言いがたい攻防を繰り返しながら彼女とまがりなりにも寄り添っていくようになるのは、また別の話だ。
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　夜や明めい大おお路じは、壮そう麗れいなる皇こう都との中では悪い意味で目立つ、どこか後ろ暗い雰ふん囲い気きと混こん沌とんとした活気が澱よどんだ界かい隈わいである。名前だけなら小ぎれいにも見えるが、夜でも明るく夜明けまで眠らず、酒しゆ楼ろうや妓ぎ楼ろうを中心とした店が軒のきを連つらねているのだ。

　男としては、大事な女を近づけたくない場所である。

「だから途中まで同行するぞ」

　と、蒼そう刻こくは言った。

「でもあの場所には行かず、少し離れた場所で待っている。それで妥だ協きようしないか」

「しましょう。蒼刻さんがよろしければ、わたしは構かまいません」

　あの痛ましい記憶につながる花の地に、蒼刻を連れて行くのは……とためらう朧ろう月げつの気持ちを、蒼刻は尊重することにした。

　自分はもう大丈夫だという自信はあるが、無理に同行して、朧月がこちらを心配して気が散るのではまずい。

　道術や異能というのは精神面が大きく影響するそうなので、念のためにそうした。

　──そういうわけで朧月のお伴とも兼護ご衛えいは、彼女の守護幽ゆう鬼きと白びやつ虎こにまかせることにして皇こう宮きゆうを出たのだが。

「おやおや、前回よりもお友達がだいぶ増えたじゃないか。おまえの守護者候補には事欠かないようだな、朧月」

　夜明大路に行くどころか、皇宮の近くにある道どう観かんのそばで螢けい火かに遭そう遇ぐうした。

　こちらが驚いた顔を並べているのがおもしろいらしく、昨日きのう、朧月を抱き上げたときとはまた違う雰囲気で笑っている。

「小さい頃は、わたしはお一人さまでいいですみたいな顔をしてたのに、変わるもんだ」

　と。螢火は蒼刻へと、どこか挑発的な流し目を向けた。

「今は美人さんだが、小さい頃の朧月も最高だったぞ。怖こわいことがあると、すぐ俺にしがみついて」

「…………」

　あてつけがましいなこの野郎、と蒼刻は正直に冷たい目をして螢火を見返す。

　凍こおりかける空気をよそに、朧月が大まじめに首をかしげた。

「申し訳ありません……。道どう士しさまとそうしたことが、あまり記憶に残っておらず」

「構わないさ、おまえは何よりも兄さま大好きな子だったからな。それに──まあ、そのうち全部思い出す」

　どこかふくみのある言い方に聞こえて、蒼刻は眉まゆをひそめるが。

「聞きたいか？　昔の朧月のこと」

「──別に」

　直後に露ろ骨こつな煽あおり文句を投げかけられたのには、一周回ってため息が出た。

「あんたから聞く必要もないだろう」

「はは、存外おまえさんは気持ちの立て直しが早いな。──そうでなくては、な」

　やはり意味深に聞こえるのが気に障さわり、蒼刻の顔が余計に渋しぶくなる。こういう話し方をする人間は苦手だし、どちらかというと嫌いだ。

　それでも朧月をつかのま託たくすことを決めたのには、理わ由けがある。

「そういうことなら俺は、心置きなく朧月に手ほどきをしてやろう。さ、行こうか」

　散歩の続きでも再開するみたいな軽かろやかさで、螢火が言った。







　花咲く地までつながる街かい道どうには、いくつかの小さな集落がある。

　朧月たちの姿が見えなくなるまで見送ると、蒼刻はどんな小さな街にも一軒はある茶さ房ぼうを探して個室をとった。

　待つ間にこなそうと仕事を持ってきたのだ。[image: 〓]せい教きようの件と、董とう家け家か廟びようの件。口頭での報告はとっくに済ませてあるが、それとは別に書面にして提出することが求められている。さすがに出先で清書まではできないが、草そう稿こうくらいは携帯用の書道具で十分だ。

　それにしても。

「あんたが俺と残るとは意外だった」

　蒼刻は、峰ほう桜おうが個室の中を歩くのを見やった。

「異能については、私の専門外だ。それに導き手が同じ場所に二人いても、あの不ふ肖しようの弟で子しを無む駄だに混乱させるだけだろう」

「混乱より緊張しそうだな、あいつは」

　梨り花かを描いた格こう子し窓まどのそばに立って、白しろ衣い裳しようの幽鬼は無ぶ愛あい想そうに答える。

「それより君だ。よくあの男を信用する気になったな」

「目が、な」

　そこは訊きかれるだろうと思っていたので、蒼刻は特に迷まよわずに答えた。

「へらへらした男だが、多分あれは外そと面づらだな。あいつが愛あい想そ笑いをせず、まじめに朧月を見ているときの目は、むしろ玄げん静せい心しんと似てるんだよ」

「あの過保護な異母兄あににか」

「あいつが過保護極きわめて俺を殴なぐろうとしてるときは怖いが、朧月を見守るときは、びっくりするほど表情がやさしくなる」

「わからなくはない。が、非理論的だな」

「ほっとけ」

　言いながらも、玄静心とも一応面識のある峰桜は、蒼刻の考えを否定はしなかった。

　……日頃がどうにも理性的な発言ばかりする小こ憎にくらしい幽鬼なので、納なつ得とくさせられると何やらうれしくなる。

　とはいえまったく心配していないわけではないので、頼むからけがや昏こん倒とうはしてくれるなよと蒼刻は胸に手を当てて祈いのっておいた。

　そうして落ち着かない気持ちを抱かかえたまま、紙と文房具を並べたときだ。

「おい、朧月──」

　完全にいつもの調子で珍ちん獣じゆうの名を呼びながら隣を振り返った後で、今は彼女がそばにいないことを思い出して、蒼刻は一瞬固まった。

　ただ単に間違えて名を呼んでしまっただけならまだしも、隣にいたのはよりにもよって峰桜である。

　驚きで軽くみはられた琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼうが、胸に突き刺さるように感じた。

　その後の沈ちん黙もくはもっと気まずい。

「……間違えた。忘れろ」

　羞しゆう恥ちで顔が熱くなるのを感じた蒼刻は、見られないよう急いでそっぽを向いたが、もちろん手遅れだ。

　峰桜が、まるで行き倒れかけた重病人でも見るような顔をしている。

「少し離れただけでそのザマか。君は珍獣とやらに依い存ぞんしすぎではないか？」

「……自分でもそう思って倒れたくなってるんだから、追い討ちはやめろ」

「先が思いやられる」

「悪かったな」

「朧月が帰還したら、今の会話を報告しておくべきか……」

「やめろ！」

　白虎なら冗じよう談だんで済ませてくれるが、この幽鬼はだいたいいつも本気だから困る。

　早く帰ってきてくれと先刻にも増した切実さで思いながら、蒼刻は早くも頭痛のするこめかみを揉もんだ。
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　午後のやわらかな陽ひ射ざしの下で、色とりどりの春の花々が散り急いでいる。葬そう花かのことを嫌いやでも思い出すような美しい情景が広がる野に、人ひと気けはない。幽鬼の気配は？　と問われれば、いないとは言いがたいのだが。

　どこもかしこも緑の大地が見えないほど白しろ詰つめ草くさなどが密生しているかと思いきや、何カ所か、花が少ない場所がある。とある武官と護ご花か七しち将しよう軍ぐんが花か魄はくという異い形ぎようを討とう伐ばつした際、そこが戦いの場となったせいだろう。

「──気合いが入ってるな」

　と。

　素そ朴ぼくな花の上で立ち止まり、くるりと振り返って螢けい火かが言った。

　朧ろう月げつも足を止め、それから少し離れた後方を追いかけてきていた白虎たちを振り返り、そこで待ってくれと目顔で告げた。

「物覚えが悪いと、よく言われますゆえ」

　今の師からの無む慈じ悲ひな指摘である。が、螢火は困ったように眉を下げた。

「おまえさんの予習が無駄にならないといいが」

「？」

「今日は勉強をするわけじゃない。俺はおまえを起こしにきただけだ」

「……道士さま。その、起こしにきたというお言葉が謎なぞなのですが」

　朧月はやや警けい戒かいぎみに言う。

「こう見えても、わたしは寝ぼけてはいないつもりなのですが……」

「うんうん。おまえは物心ついたときには、そういう自じ虐ぎやく的てきな子だったな。なつかしい」

　だが、と螢火は笑えみを消して告げた。

「これからは、自信がない、だけじゃ済まされないこともあるのはわかっている。その程度には賢かしこい子だよな」

「そうあれたら、とは思います」

「よし」

　うなずき、螢火は手を伸ばすと、朧月の翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみの上にかざした。視界が半なかば闇やみにおおわれる。

「俺の言うとおりに答えてくれ。──父の名は？」

「……玄げん静せい風ふう」

「母の名は」

「姚よう月げつ娘じよう」

　本当に言われるがままに答えた直後、頭の奥で何かがばちんとはじけたような感覚が、彼女を襲おそった。あっと声を上げ、無意識のうちに心臓のあたりに手をあてた直後、身体からだの中で何か大きな力が燃え盛さかり渦うずを巻いて指先にまで浸しん透とうするのを自覚する。

　そうして両目をふさいでいた螢火の手が離れ、朧月はあたりに一気に何者かの気配が立ち上がっていくのに気づく。

　生せい魂こん。死し魄はく。

　おぼろげに揺ゆれる人影が、一人、また一人と増えていく。

　死しに装しよう束ぞくの白、武装した姿、中には髑どく髏ろに皮がはりついたような異相の者もいる。

　──我わが君。

　武装こそしていないが幽鬼の軍勢とも呼べる異様な光景を、怖いとは思わなかった。彼らはどこまでも従順そうに、朧月に向かって頭こうべを垂たれている。

　朧月にとっては、この影のような人々を今後は望めば難なく集められるのだという手ごたえをあっけなく得てしまったことのほうが印象が大きい。自分から望んだくせに滑こつ稽けいだが、これは何かが恐おそろしい。

「道士さま。……この場所を選んだのは」

「ここは忘れられた古戦場だ。弔とむらいきれずに置き去りにされた魂こん魄ぱくのかけらがかなり残留していて、けれども花のおかげで普段は鎮しずめられているし、こうして目覚めさせてしまっても再度眠らせるのがたやすい」

　その言葉どおり──朧月の集中力がぷつりと切れると、幽鬼たちははらはらと輪りん郭かくを崩して、再び花の下に沈んでいった。一人一人きちんと冥めい府ふ送りをしない限り、この場所で魂魄が朽くちるまで、静かに眠りつづけるのだろうか。

　何度も深呼吸をして息を整えた後で、朧月は問いかけた。

「道士さま……」

「なんだい」

「……どうして今まで、わたしを『眠らせて』いたのですか？」

　眠らせていた。起こした。つまり彼の手で、力の一部を封じられていたのだとすれば。

「おまえを守るためだ、と言ったら信じてもらえるのかい」

「…………」

　朧月はさすがに即答はできなかった。

　信じてもらうことを期待していない口ぶりは、気まぐれな彼の性格には合っているはずなのに、今は妙みように胸が痛む。

「小さい頃、おまえはよく熱を出しただろう？　あれはおまえが特に虚きよ弱じやく体たい質しつというわけじゃなくて、双そう界かいの瞳で幽鬼を──陰いん界かいの存在を始終感じとってしまうのに、幼おさない人間の身体が耐えきれなかったせいだ。さまざまな幽鬼の言葉が飛びこんでくるせいで意識が混こん濁だくしたことが何度もあった」

「……今はもう、大丈夫だと？」

「俺はそう感じた」

　遠い目をして語っていた螢火が、ゆっくりとこちらを振り向き、笑った。

　つかみどころのない愛想笑いではなく、いとしさと一いち抹まつの寂さびしさを隠さない笑顔は、ひどく自然で美しい。

「弱いまま強くなったな、姚朧月。姚月娘も喜ぶはずだ」

「…………」

　姚月娘。母の名に、朧月は無意識に息をのんでいた。畏おそれるかのような反応だ。

　が、なぜそんな反応をしてしまったのかと考えこむ前に、螢火がやんわりと止める。

「いっぺんに目覚めるのはつらい。今日はここまでにしておけ」

「……でも」

　却かえって落ち着かない、と訴うつたえかけた朧月だが。

「俺が最後までついてやれたら、よかったんだけどな。後はあの若造にまかせるよ」

　螢火がらしくもない、静かで寂しい表情でそうつぶやくのを聞いたら、言葉に詰まってしまった。
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　春の終わりの花々が続く野を越えて目的の街に戻るころには、陽が傾き、夜の薄暗さがにじみはじめた西の空に三み日か月づきが姿を現していた。宵よいのうちには沈んでしまう淡はかない姿。数多あまたの詩しい歌かに、心細い想いや寂しさ、儚はかない恋心を託たくして謡うたわれた月──

（……でも、月の剣つるぎとも呼ぶ）

　儚いものではなく、刃やいばに似て切れ味の鋭するどい形だと考えれば、それは朧ろう月げつの中では心強いあの人の面おも影かげに結びつく。

　心配してくれていたのだろう。峰ほう桜おうとともに先ほど別れた場所に立っていた蒼そう刻こくは、朧月たちを見て、ほっと息をつく。

　だが近づいてきた朧月の、被ひ布ふの下の顔色が優すぐれないのに気づくと、咎とがめる視線を螢火に向けた。

「何をした？」

「そうかっかするな。俺は起こしただけだ」

　螢火は朧月に説明したときと同じ言い方をしたが、蒼刻にはさっぱり意味がわからないはずだ。火種が発火してしまう前に、朧月は口添えした。

「大丈夫です、蒼刻さん。少し疲れただけですので……」

「儂わしも見守っていたが……まあ、おぬしが心配するようなことはなかったぞ蒼刻。警戒を解とかんか」

　いきなり張り詰めた空気を見かねたのだろう。白虎がわざと冗じよう談だんめかした言い方をしながら、さりげなく蒼刻と螢火の間に立つ。

　だがそれに乗る余裕もなく、蒼刻は心外そうに眉み間けんにしわを刻きざんだ。

「俺はそこまで色いろ惚ぼけしたつもりはないし、朧月がそういう意味で手を出されたんじゃないか心配してるわけじゃねえよ」

「はは。自信たっぷりかと思いきや、俺は存外警戒されてるんだな」

　笑い声を上げてみせるが、螢火は決して茶化す雰囲気ではなかった。大仕事を終えた後のような力の抜けた感じだ。

「俺はこう見えても歳としなんだ。お手やわらかに頼むぜ、お若いの」

「あんただって若いだろ」

「さて、どうかな。おまえさんの十七歳の強さが羨うらやましいと思う程度には老おいてるぜ」

　爺じいさんとは呼ばれたくないがと、最後まで蒼刻を翻ほん弄ろうしながら、螢火が背を向ける。

「朧月」

　そうして涼すずしげな声こわ音ねで告げられたのは、思いがけない言葉だった。

「幸せでいろよ。俺はいつでも愛しているから」

　まるで、家族のような。
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　昔なじみの娘と別れた螢けい火かが、皇都の人ごみにまぎれながら向かったのは、旅の宿が軒のきを連ねる界かい隈わいだ。

　木の葉を隠すなら森と言うように、あの猫ねこのように異質な存在でも、この雑多な生者の気配と豊かな気脈の流れに支ささえられたにぎわいの中にひそませておけば、数日くらいなら「皇おう子じ殿でん下か」の目をあざむくことはやたすい。

　陽よう界かいで長く過ごした彼なりの知恵だ。

　素のままでは艶えん麗れいな容よう姿しのせいで人目を引いてしまうところを、可か愛わいい引きこもり公こう主しゆを真ま似ねるように被布をかぶって隠し、螢火は目当ての宿の二階に上がった。

「すっかり元気そうだな」

　銀ぎん砂さ、と呼びかければ、ややあって衝つい立たての陰から、身なりを整えたばかりの白銀の髪かみの麗れい人じんが現れた。今は外がい套とうを着ていないため、人界では異質な三角耳がまる見えだ。

　銀砂は複雑そうな表情を浮かべて、しばらく螢火を見つめていたが、やがて抑よく揚ようのない声で「感謝します」と言った。

「あなたに借りができてしまいましたね」

「別に、すぐに返そうとしなくていいからな」

「…………」

　案あんの定じよう、銀砂はうれしくなさそうに眉をひそめた。自分に借りを作るなんてさぞかし不本意だろうと見み透すかした上での、螢火の意地の悪い揶や揄ゆである。

「それで？　監視はまだ続けるつもりかい」

「ここで手を引いたら、それこそ劫ごうさまの思う壺つぼでしょう。……あの方が『冥めい界かい公こう主しゆ』の在あり処かに気づいてしまった以上は、我われらとぶつかるのは時間の問題だと思いますが、今のところはこちらの出方を警戒しているようですし」

「ああ。牽けん制せいし合ってる、という感じだな」

「中立のあなたにしてみれば、滑稽ですか」

「さてな」

　朗ほがらかな笑顔を崩さぬまま、螢火は答えをぼかした。

　──あいからわず底の見えない男だと、銀砂は無表情の下で思った。だが押し問答をする気はないので、話を変える。

「螢火」

「なんだい改まって」

「──あなたは人界でずっと、彼女の存在を隠してきたのですか？」

「白状すると、俺が隠している間に、冥府の問題にケリがつけばいいなと思っていた」

　螢火はさらりと答える。

　彼がわざとらしいほど軽かろやかに語るときは、逆に思い入れが深いのだと知っている銀砂は、静かに追及を続けた。

「しがらみに囚とらわれないあなたにしては、めずらしい」

「……昔話だがな。俺はあの子が小さい頃に、幽鬼を見てしまう異能のせいで眠れなかったり悪夢を見たり果ては体調を崩して寝こんだりと苦しんでいるのを見てきた。だからその異能を消してやろうかと提案したことがある」

「…………」

「だがあの子は、消さないでと言った。俺はそれでなんだかうれしくなったから、人の一生分くらいは守ってやりたいと思ったのさ」

　なるほどとうなずいた後で、銀砂は戸惑いを隠せずに眉をひそめた。

「あの方はなぜ、消されないことを望んだのでしょう」

「俺はおまえさんの師し匠しようでも味方でもないから、そこまでは教えてやれんな。だが監視のついでにあの子をもう少しきちんと観察してみれば、おまえさんにも答えがつかめるかもしれないぜ」

「私が猫として戻るのを、止めはしないのですね」

「あの子のほうも可愛がっていた猫を捜さがしてるし、おまえさんがお人よしなのは知ってるからな。そばにいてやりな」

　──俺の代わりに。

　透明でやさしげな声音が、言外にそう告げているような気がした。

　こちらを見つめる螢火の瞳の藍あい色いろが不思議と深いせいで、そんな錯さつ覚かくをしてしまうのだろうか。銀砂はなんとも落ち着かない心地ここちで、己おのれの白銀の髪の先を指に絡からめた。
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　幼い頃のことを夢に見ていた。今まで一度も思い出したためしのない、けれどもたしかに過去にあったことだという確信が持てるのが不思議だった。

　──『おまえは、母親と父親のいいところをもらった美人さんになるだろう』

　小さな朧ろう月げつを軽々と抱き上げて、螢けい火かが笑う。夜の色をたたえた瞳はやわらかな光を浮かべていて、きれいなのに寂さびしそうだった。

　──『それと……あの人にも似ている気がしてしまうのは、俺の勝手か』

　胸にしみ入る声。

　頰ほおにふれる手を感じて──

　それが夢ではなく現実だということに身体が先に気づいて、朧月はぱっと目を開けた。

　朝の弱々しい光の中で、一番最初に見たものが青く燃える瞳だったことで、口から心臓が出そうになる。

「……そ……蒼そう刻こくさん？」

「なんて顔してんだ。おまえがねだったんだろうが」

「!?」

「添い寝だ、添い寝。それ以上のことはしてねえよ。玄げん静せい心しんに闇やみ討うちされたら面倒だし、あっちにお目付け役はいるし、そもそも弱みにつけこむのは嫌いだ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで彼が指さした方向には衝つい立たてがあり、その端から白黒の縞しま模も様ようのしっぽがのぞいている。白虎がそこに寝ているらしい。間違いなく星せい彩さいも一緒だろう。

（お師さまは……）

　いない、ようだ。

　いたらいたで死ぬほどいたたまれないのは確実だが。

「……蒼刻さんがやさしすぎて申し訳なくなっております」

「朝から笑えねー冗談はよせ」

「本気ですよ」

　──万が一この人がいなくなったら、不安に耐えきれなくて自分も死んでしまうかもしれない。そんな恐ろしい考えが浮かんでくるのは、疲れているせいなのか。

　寝しん台だいを降りて着替えてきた蒼刻が、習慣のように刀を手にしながら言う。

「頭冷やしに散歩してくる」

「……あ──わたしもお供ともしてよろしいですか？」

　とっさに希望すると、蒼刻はやや微妙な顔をしてこちらを見た。

「おまえから身体を離さないと、って思ってるのになかなか試してくるな」

「う」

「──ま、おまえが自分から散歩なんて言いだすのはめずらしいから、許してやるよ」

　ただし疲れても抱き上げてやらねえぞと、釘くぎをさしながらも声音が甘あまい。







　鋼こう鉄てつ宮きゆうや碧へき血けつ館かんの中庭や広場は、皇宮のほかの庭園ほど人の手が入っていない。

　気晴らしにと朧月が連れてこられた中庭には、春から初夏をまたいで咲く白詰草の可か憐れんな色が揺れていた。手のかかる花草木を計算ずくで咲かせて絵画を生むのではなく、風が運んできた種を自然と生はやしたままにする。そんな雰囲気だ。

　蒼刻が簡素な四あず阿まやを指さした。

「以前は、空あいた時間はよくここで過ごしてた」

「どなたと……ですか？」

「基本は一人だよ、悪かったな。……でもま、ときどきは迅じんがいたし、張ちようさんと知り合ってからは結構ここで話をしてた」

　四阿を眺めていた朧月は、蒼刻の友の名にちょっと身構える。

「……思い出してしまいましたか？」

「思い出すだけでキツいとは感じてないから心配するな。俺はむしろ、あいつのことは死んでも忘れたくないし。──それよりおまえこそ、いろいろ大丈夫なのか」

「わかりません」

「即答かよ」

「はい。……でも、御ぎよしてみせるつもりです」

　怖くはある。

　だがこれは避さけては通れない問題なのだと、心のどこかで直感している。

　もちろん蒼刻も幽鬼を感知することや霊れい刀とうで斬きって捨てることはできるが、双界の瞳が幽ゆう明めいの境を支配するのとはわけが違う。頼りきりにはできないし、するつもりもない。

（わたしのものにしよう。完全に、確実に）

　そうして、この人の隣に留とどまるのだ。

　しばらく眉をひそめた後で、蒼刻は自分を落ち着かせたがるような口く調ちようで言った。

「無茶は許す。でも、無理はするなよ」

「はい」

　髪を撫なでられるのを久しぶりのように感じながら、朧月がほっと息をつくと、蒼刻が言った。

「──後で、葬花埋まい香こう、やるか」

「それはよいですね」

　朧月ははっきりとうなずいた。何があっても最後には自分たちらしい日常に戻るぞ、という提案だと感じたのだ。

「市いちで花ほうきとか用意しないとだな」

「え。……もしかして蒼刻さんのところには、葬花の道具がないのですか？」

「ならいいです、とか言ったら怒るぞ」

　しばらく外に出かけたくないのに困ったな、とのたまいかけたときだ。
















「──あ」

　朧月は思わず声を上げた。

　はっとした様子で、蒼刻が彼女のまなざしの先を追いかけて振り返る。

　瑞みず々みずしい色をした繁しげみの陰から、銀毛の猫が姿を現していた。満月めいた金色の双眸がこちらを不安げにうかがっている。

「みぃう」

　やっと逢あえた、と朧月は喜んで抱き上げにいこうとして、はたと迷まよった。

　下へ手たに近づいてまた逃げられてしまっては元も子もない。自分の足で転ぶほど運動神経に自信がないため、素早く小動物を確保するというのは至難の業わざだ。

「…………」

「…………」

　しばらく無言のまま猫と見合ってしまうが。

「真剣勝負じゃねえんだから」

　しびれを切らした蒼刻が、猫の首根っこをわっしとつかみ、朧月の腕うでに押しつけた。

　手荒にしたら嫌がられてしまいますよ、と彼女はちょっと焦あせったのだが、意外にも猫は不満そうな様子もなく甘えてくる。撫なでてみると、すぐに喉のどがごろごろと鳴った。迷まい子ごになる前よりもなつかれている気がしてときめいた。

　ほっと息をつく。

「まさか自分から戻ってきてくれるとは、思いもしませんでした」

「俺もだ。この猫、意外とおまえのことを主人だと思っていたんだな」

「きちんとお世話をしたかいがありました。毛並みを整えてあげたり、部屋に戻ってきたら温かい布で身体を拭いてあげたり、寝台の一番やわらかくて心地よいところで寝かせてあげたりしましたので……」

「猫の主人っていうより、お世話係に成り下がってねえか？」

「…………」

　否定ができない。朧月は複雑な心地で動きを止める。

　が、猫の澄すんだ金色の双眸と見つめ合うと、この子のほうが自分よりもよほど姫君然とした美人なのでいいか、という気分になってしまった。

「みゃう」

　銀毛の猫は、どこか心配そうにこちらを見ている。意外と人間くさい表情だ。

　実はなついてくれていたのかなと満足して、朧月はやさしく猫の額ひたいを撫でてやった。

「みう」

「み、……みう？」

「みゃあん」

「……みゃあん」

　無意味なやりとりに、蒼刻が見かねて「猫語を習ってどうする」とつっこんだ。

「今後は二度と迷子にならないようにしないとな」

「そうですね……きちんと首輪を作るべきでしょうか」

「俺がおまえにやったみたいにか」

「あ」

　以前に彼から贈られた、九きゆう華か石せきの首飾りのことだ。

　糸が切れてしまったのを、看病をしながら修復したそれは今、彼女の懐ふところの守り袋におさめられている。

「そう言われますと、身につけるのに、さらにためらいが……」

「つけろよ。袋に詰めて持ち運んでるとか首飾りを選んだ意味がないだろ」

「……前向きに善ぜん処しよいたします」
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　新月の夜は、闇やみに咲く花々さえも息をひそめているように感じられる。

　皇こう都との外の曠こう野やをわたる風は温かく、耳が痛むほどに静かだ。

　瞑めい目もく。

　程なくして、目の前に忽こつ然ぜんと気配が生じたのに気づいた。

　そろそろ見つかるだろうな、とは思っていたので、まぶたを開けると、螢けい火かはせいぜい優雅に微笑ほほえんでみせた。

「これはこれは。皇おう子じ殿でん下かも月見ですかな？」

　古風な衣い裳しようをまとった黒くろ髪かみの少年は、あきれたように目をすがめた。

「新月の夜に、目を閉じて。おまえこそ、月見だと言い張るには苦しいぞ」

「さて」

　みえみえのとぼけ方では、相手──劫ごうの神経を逆さか撫なでするだけなのだが、かといって彼の皇子と呼ばれるにふさわしい霊れい力りよくの圧迫感に屈くつするのは、螢火の趣味ではなく。結局、反抗的な態度しかとれない。

　劫の翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみに、早くも燃え立つような怒りの予よ兆ちようが灯ともった。苛いら立だっている。

「月は月でも、おまえが見守ってきたのは冥めい界かい公こう主しゆだろう。──小こ賢ざかしい真ま似ねをして。十五年も隠していたのか」

　傲ごう慢まんな殺気が、真正面から叩たたきつけられた。

　肌はだのあちこちが斬きり裂さかれるような錯さつ覚かくをおぼえながら、螢火は最後までとぼけた。

　わずかな時間稼かせぎにしかならないとしても。

「それは質問ですかな」

「命令だ。答えろ」

「あなたは、俺のあるじではないので」

「ふん」

　ひどく無む造ぞう作さに死をもたらす腕うでが、螢火の胸むな倉ぐらをつかむ。

　ちっとも意のままにならぬ相手を見み据すえて、劫はつまらなそうに吐き捨てた。

「ならば死ね」

　胸板に劫の五指が突き立てられるおぞましい感覚に、螢火はさすがに眉まゆをひそめた。

　朧ろう月げつ。

　声には出さず心の中だけで、この皇子殿下には屈するなよ、とつぶやく。

　おまえには、それだけの力がある。

　もう全部、思い出していいからな。




　心臓を抉えぐりとられる刹せつ那なまで、螢火はその新月の双そう眸ぼうを劫からそらさなかったが、心の奥にはまるきり違う人の面おも影かげを浮かべていた。
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　夜が明けると、碧へき血けつ館かんの中庭には桃ももをはじめとした花が散っていた。

　花ほうきと呼ばれる、普通のほうきよりも華きや奢しやなものと自分で縫ぬった薄うす絹ぎぬの袋を持って外に出る。幽ゆう鬼き院いんではない場所で葬そう花か埋まい香こうを行うのは初めてだったが、だからといって、やらずに春を見送るのは居い心地ごこちがよくない。

　蒼そう刻こくがからかうみたいに言った。

「おまえが積極的に外に出るんなら、葬花も悪くないかもな」

「人目につかないうちに済ませましょう」

「泥どろ棒ぼうかよ」

　などとやりとりしながら、まだだれもいない庭園に散り急いだ花びらをかき集める。

　花びらを詰めた薄絹の袋を埋うめるための花はな塚づかは、蒼刻の部屋の窓からも見える桃の木の根元に作ることにした。

　袋の上に土をかけ終えると、朧ろう月げつはふうと額ひたいの汗あせをぬぐう格かつ好こうをしてみせた。

「いい汗をかきました」

「かいてないだろ」

　無む論ろん、つっこみ待ちのボケである。蒼刻のノリがよいので満たされる。

　次は川に流すための花びらを集めるべく、少し場所を移動することになった。皇こう宮きゆうにいくつかある、外まで流れる川のそばに行くためだ。

　ふと、蒼刻が思い出したように言った。

「そういえば一度も訊きいたことなかったが、おまえってどんな花の香りが好きなんだ」

「へ」

　唐とう突とつな質問だな、と内心訝いぶかりながらも朧月は考えた。

　もっともなじみがあるのは、実家の邸やしきでも庭園に多く咲かせている四季咲きの月げつ季き花かのものだろう。甘あまやかだがしつこくない上品な香りは万ばん人にん受けする。

　黄金の小さな花をつける桂けい花かの、豊かで艶つややかな香りも、秋の風と名月にはよく似合っていて好ましいと思う。

　果実の桃も桃まんじゅうも好きだから、桃の花ももちろん愛めでたい。

「……一つに絞しぼるのが難しいのですが」

「絞れ」

「だれかに贈りものでもなさるのですか？　それでしたら、相手の方に似合うかどうかも大事ですゆえ」

「そこでなんでおまえは『わたしにくれるのかしら？』とは思わないんだ」

「蒼刻さん、裏声がちょっと恐怖で……──え？」

　朧月は花びらを集める手を止めた。

　傍かたわらに立つ青年武官をまじまじと見つめてしまう。

「……わたしに、ですか？」

「ってそんなに信じられないか？」

「いけません蒼刻さん」

「なんでいきなり禁止されてんだ」

「わたしは以前にも、九きゆう華か石せきの首飾りなどをいただいておりますし……。もらってばかりというのは胃にきますゆえ」

「胃まで弱いのかおまえは」

「食べるほうは特に問題ないのですが、神経がすり減ることが多いとこう……きゅっと」

「ただの気弱じゃねえか。待て、話が盛せい大だいにズレてる」

　頭痛をこらえるみたいに、額に手をやる蒼刻。

　彼はしばらく何か言うのを迷まよっている様子だったが、目当ての川のほとりに来ると、腹をくくった様子で口火を切った。

「雄ゆう飛ひとあいつの許嫁いいなずけがやってたんだよ。同じ練ねり香こうを互いに塗ぬり合って、誓ちかうってやつ」

「仲なか睦むつまじいようで、何よりです。……それを？」

「青せい苑えん州の習わしなんだよ。俺も、雄飛が言いだすまで忘れてたが」

　婚約と同じ意味の行為、らしい。

　正式なものではないが、昔は親に許されない恋人同士がよく交かわした誓いなのだと、蒼刻が慣れない口ぶりで教えてくれる。

「……蒼刻さん」

　意外と夢のある提案をする蒼刻が可か愛わいらしいのと、また一歩、関係を確かに結ぶような行為へのときめきで落ち着かない。うわあ、うわあ、と心の中であたふたする。

　熱くなった頰ほおを押さえたいが、花びらを手の器うつわに満たしているせいで叶かなわず、朧月はもぞもぞとうつむいた。

「そういうことだから、口づけとどっちが先がいいか考えとけ」

「えッ」

　激しく動揺した朧月は、手の中に集めた色とりどりの花びらを、川の水面みなもへと落としてしまった。本来は少しずつ、はらはらと雅みやびやかに流すものなのに。

　だがそれを惜おしむ暇ひまはなかった。

　こめかみにずきりと鈍どん痛つうが走ったせいで、赤かった頰が一瞬にして冷える。

「ッ……」

　混乱して立ち尽つくす朧月の頭の中に、さまざまな光景や音が生じる。

　道どう士しさまとの会話が圧倒的に多いが、どれも今まですっかり忘れていたものだ。

　真っ白な紙が黒い墨すみを吸い上げて急速に染まっていくように、記憶の空白が恐おそろしい勢いで埋められていく。

　次々と甦よみがえる記憶のひとつが、まぶたの裏に情景を結んだ。

　──『運の悪いお姫さま』

　──『もしおまえが望むのなら、幽ゆう鬼きなんて見えなくなるようにしてやろうか』

　──『冥めい界かい公こう主しゆの定めは、やはり一いつ介かいの人間には重すぎるからな』

　螢けい火かの声。

　何歳の頃だったかまでは思い出せない。けれど。

　──『消さないで』

　──『わたしが冥界公主でも構わないから……』

　幽鬼とのつながりを絶たたないで。そう願った。

　そうして視界の中心で、螢火が驚いたように目をみはった後で、泣きだしそうな笑い方をした。夜明けには儚はかなく消えてしまう新月のような微笑ほほえみだった。

　朧月、と心配そうに呼びかける蒼刻の声を聞きながら、彼女は寒気をともなう不吉な予感に我わが身を抱きしめていた。











《了》













あとがき






　お久しぶりです双そう界かい幻げん幽ゆう伝でんです！　今回も今回とて自分の首を締めながらの原稿作業となってしまい反省しながら埋うまりたいところですが、さすがにそういうわけにはいかないのでがんばってます！　関係者の皆様には本当に感謝しております……！　くまの先生のあふれるサービス精神のおかげで、見どころ満まん漢かん全ぜん席せきの一冊にしていただけました……。

　前巻から参戦の螢けい火かは、お察しの方がいたらうれしいなという、一巻から存在だけは設定しておいた朧ろう月げつの過去と絡からむキャラクター。気づけばナイスミドル以上の年齢層が増えてたので、引き戻せと言わんばかりに美少年や美青年を出しているようですが、作中一番のイケメン設定は白びやつ虎こで不動ですのでご安心ください。諸事情で書けなかった彼と蒼そう刻こくとの出逢い編などを盛りこみつつの、今後の布ふ石せき。中華的な亡ぼう霊れいの話や伝奇ネタはおもしろいものがたくさんあるので取しゆ捨しや選せん択たくに迷いつつ、今度こそ！　もりもりお話を進めていく所存ですので、皆さんに笑いながらもそちらも楽しんでいただけるよう尽じん力りよくしております。

　今作もお手にとっていただき、本当にありがとうございました！


木き村むら千ち世せ



















著者

木村千世

Chise Kimura




張さん、星彩、魏迅、霊珊、張角──

登場した時点ですでに死んでいるキャラが結構いる上に、意外とメインに絡んでくるというのが「双界幻幽伝」の鍵です。

多分。

■サイト《千年王国》

http://chisekimura.web.fc2.com/










イラスト

くまの柚子

Yuzuko Kumano




蒼刻さ～ん♥

ちょっとかじるくらいなら

問題ないですヨ♪

とそそのかしたい

今日この頃☆

■YUZU SPICE

http://kumanoyuzuko.sakura.ne.jp/
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